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【 ディ プロマ・ ポリ シー，カリ キュラ ム・ ポリ シー，授業科目，履修方法，授業要旨】



情報・ 電気・ 数理データ サイ エンス系の学位授与と 教育課程編成・ 実施の方針

情報工学コ ースディ プロマ・ ポリ シー

工学部工学科情報・ 電気・ 数理データ サイ エンス系情報工学コ ースは， 高度情報化社会の基盤を 支える のに必要不可欠な人材を

養成する 。 具体的には， コ ンピ ュ ータ のソ フ ト ウェ ア及びハード ウェ ア， 情報と 計算の科学， 画像・ 音声・ 自然言語等の処理， 人

工知能に関する基礎知識を 有し ， それら を社会情報システムや知能システムに応用でき る能力を 有する情報処理技術者・ 研究者を

養成する 。

情報工学コ ースディ プロマ・ ポリ シーはこ の理念に基づき ， 所定の期間在学し ， 所定の単位を 修得し た学生に対し ， 以下の能力

を 身に付けたも のと 認定し ， 学士（ 工学） の学位を授与する 。

情報工学コ ース D P・ コ ンピ テンシー

学部 D P コ ース DP 要素 コ ース D P 詳述 コ ンピ テンシー コ ン ピテン シー詳述

教養１
多面的に考える 素養と

能力【 教養１ 】

持続可能な 開発目標（ SDGs） に掲

げら れている 多様性と 包摂性のある
社会の実現のため， 技術者・ 研究者

と し て，今日的課題についての知識，

多面的に物事を 考える素養と 能力を

身に付けている 。

俯瞰的な 課題把握と 総合
的な調査

今日的課題， 多様な考え方， 事実等に関し ， 意見や結論
を 述べる ための俯瞰的な課題把握と 総合的な調査を する

こ と ができ る 。

多様性の理解と 社会参加
持続可能な社会実現のため，多様な地域や文化を 理解し ，

その中で活動するこ と ができ る。

教養２
技術者・ 研究者倫理

【 教養２ 】

技術が社会や自然に及ぼす影響や効

果， 技術者・ 研究者が社会に対し て
負っ ている責任などを理解し ， 技術

者・ 研究者と し ての倫理能力を 身に

付けている。

技術者・ 研究者責任の理

解

技術が社会や自然に及ぼす影響や効果， 技術者・ 研究者

が社会に対し て負っ ている 責任を 理解し 説明する こ と が

でき る。

技術者・ 研究者倫理の理
解

技術者・ 研究者と し ての倫理的責任を 認識し 説明する こ
と ができ る。

専門性１
工学系人材と し ての基
礎知識の活用能力

【 専門性１ 】

数学， 自然科学， 工学， 及び情報・
数理データ サイ エン スに関する 基礎

知識の活用能力を 身に付けている 。

数学の知的基盤
数学分野の基礎知識を 修得し ， こ れら の知識を 技術的専

門知識と 関連づける こ と ができ る 。

工学・ 自然科学の知的基
盤

工学・ 自然科学分野に関する 基礎知識を 修得し ， こ れら
の知識を 技術的専門知識と 関連づけ， 整理する こ と がで

き る 。

情報・ 数理デー タ サイ エ

ンスの知的基盤

情報・ 数理データ サイ エ ン ス 分野の基礎知識を 修得し，

こ れら の知識を 技術的専門知識と 関連づける こ と ができ

る 。

専門性２

プロ グラ ミ ン グ言語の

理解と 実践

【 専門性２ －１ 】

代表的な プ ロ グ ラ ミ ン グ言語の文

法， 特徴， 背後にある思想や数学的

理論を 理解し ， 適切なプロ グラ ムを

作成する 能力を 身に付けている 。

プ ロ グ ラ ミ ン グ 言語の理

解と 実践

代表的なプロ グラ ミ ン グ言語の文法， 特徴， 背後にある

思想や数学的理論を 理解し ， 適切なプロ グラ ムを 作成で

き る 。

情報処理システムの理

解と 応用

【 専門性２ －２ 】

コ ンピ ュ ータ のハード ウェ アと ソ フ

ト ウェ アに関する技術を 理解し ， 目

的に応じ た情報処理システムを 設計

する能力を身に付けている 。

情報処理シ ス テ ムの理解

と 応用

コ ン ピ ュ ータ のハード ウェ アと ソ フ ト ウェ アに関する 技

術を 理解し ， 目的に応じ た情報処理システムを 設計でき

る 。

知能情報処理技術の理

解と 応用

【 専門性２ －３ 】

画像， 音声， 自然言語等の処理技術

と 人工知能に関する 基盤技術を 理解

し ， それら を コ ンピ ュ ータ 上に実装

する能力を身に付けている 。

知能情報処理技術の理解

と 応用

画像， 音声， 自然言語等の処理技術と 人工知能に関する

基盤技術を 理解し ， それら を コ ン ピ ュ ータ 上に実装でき

る 。

課題発見・ 解決能力

【 専門性２ －４ 】

複雑な社会課題を 特定し ， 情報処理

技術を 活用し た解決策を 提示する 能

力を 身に付けている 。

課題発見・ 解決能力
複雑な社会課題を 特定し ， 情報処理技術を 活用し た解決

策を 提示する こ と ができ る 。

情報力

社会課題解決のための

情報収集・ 分析・ 発信

能力【 情報力】

先端的な工学の発展を担う ため， 社

会の要求に関し ， 情報の収集と 分析

によっ て課題を 整理し ， 的確に理解

する能力， 成果を 効果的に発信する
能力を 身に付けている。

情報収集・ 分析能力
情報を 的確に収集し ， データ に基づいて適切に分析する
こ と ができ る 。

情報活用・ 発信能力

先端的な工学の発展を 担う ため， 情報のアッ プデート と

品質管理を 行い， データ に基づいた判断を 下し ， ま た，

成果を 効果的に発信でき る 。

行動力１
コ ミ ュ ニケーショ ン 能

力【 行動力１ 】

様々な専門分野と の学際的・ 国際的
な協力を 行う ための， 論理的な記述

力， 口頭発表力， 討議力等のコ ミ ュ

ニケーショ ン スキルを身に付けてい

る 。

国際的視野 世界的水準で重要な事象を 理解し 議論でき る。

コ ミ ュ ニケーショ ン能力 論理的かつ効果的な記述， 口頭発表， 討議ができ る 。

行動力２
仕事の立案遂行及び総
括能力【 行動力２ 】

創造的・ 計画的に仕事を 進め， リ ー
ダーシッ プを 発揮し ， 成果と し てま

と める 能力を 身に付けている。

立案遂行能力
目標を 設定し ， チームが効果的かつ創造的に機能する 計

画を 立案遂行でき る 。

チーム総括能力
チームを まと め， 協調的かつ包括的な仕事環境の構築が

でき る。

自己実現力
生 涯 に 亘 る 学 習 能 力

【 自己実現力】

自主的， 継続的に学習を 続け， 持続

可能な社会の実現への取り 組みを 通

し て自己成長する能力を 身に付けて
いる。

継続的学習能力
自主的， 継続的に学習を 続け， 必要に応じ て新し い知識

や技能を 取得及び活用でき る 。

持続可能な 社会へ貢献す

る能力

持続可能な社会を 実現する ために生涯に亘り 自己を 高め

てゆける 。

情報工学コ ースカ リ キュ ラ ム・ ポリ シー

１ ． 教育課程の編成方針

工学部工学科情報・ 電気・ 数理データ サイ エン ス系情報工学コ ースでは， ディ プロ マ・ ポリ シーを 満足する人材を 養成し ます。

カ リ キュ ラ ムは， 教養教育科目と 専門教育科目で構成し ます。

教養教育科目は， 社会人と し て幅広い知識を 修得するための科目と し て設定し ており ， ある 程度専門性を 修得し たう えで， 専門

性を生かすために有益と なる幅広い知識を身に付けるこ と ができ る 高年次を 対象と し た科目も 設けています。

専門教育科目は，特定の高度な知的及び技術的な専門分野を学ぶも のと し て，学部共通の専門基礎科目と ，専門科目に分けており ，

専門科目はさ ら に系科目と コ ース科目に分けています。 専門基礎科目は，各専門領域の基礎と なる 授業科目と し て位置付けており ，
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工学の学問・ 研究に必要な基礎学力やグロ ーバルな視点から の学際的な知識を 身に付ける ための科目を 設定し ています。 系科目は

系の共通科目で， 各系の専門領域について知識と 技術を 修得し ， 専門技術者と し ての素養を 身に付けるための科目です。 コ ース科

目では， 系から さ ら に細分化さ れた各コ ースの専門領域についてより 深い知識と 技術を 身に付けるための科目を 設定し ています。

工学部の教育カ リ キュ ラ ムの特徴は， 次の４ 点にあり ます。 ① SDGs を 理解する ための SDGs 科目を 学部共通の教養教育科目

の必修科目と し て履修し ます。 ② Society5.0 実現のために必要不可欠な素養である 数理・ データ サイ エン ス科目を ， 教養教育科

目と 専門教育科目の枠組みで， いずれも 1 年次に集中し て履修し ます。 ③３ 年次に ELSI（ 倫理的・ 法的・ 社会的な課題） 教育の

ための科目を 履修し ます。 ④大学院に進学する学生が博士前期課程の授業を４ 年次に先取り 履修可能なシステムを設けています。

工学部工学科情報・ 電気・ 数理データ サイ エンス系情報工学コ ースでは， 本コ ースディ プロマ・ ポリ シーに掲げる 能力を身に付

けるために， 以下の方針により 体系的な教育課程を 編成し ています。

多面的に考える 素養と 能力【 教養１ 】

持続可能な開発目標（ SDGs） に掲げら れている多様性と 包摂性のある 社会の実現に必要な， 多面的に物事を 考える 素養と 能力

を 身に付けるために， 以下の科目を 提供し ます。 教養教育科目では， １ 年次にガイ ダンス科目， １・ ２ 年次には知的理解， 実践知・

感性，汎用的技能と 健康，言語，３ 年次に高年次教養科目を設定し ています。特に，教養教育科目の区分で開講する SDGs科目，「 数理・

データ サイ エン スの基礎」，高年次教養科目の ELSI 教育科目では，Society5.0 for SDGs の実現に必要な基礎的能力を身に付けます。

技術者・ 研究者倫理【 教養２ 】

技術が社会や自然に及ぼす影響や効果， 技術者・ 研究者が社会に対し て負っ ている責任などを理解し ， 技術者・ 研究者と し ての

倫理能力を 身に付ける ために， 以下の科目を 提供し ます。 教養教育科目では， １ 年次にガイ ダンス科目， １ ・ ２ 年次に知的理解，

実践知・ 感性， 汎用的技能と 健康， 言語， ３ 年次の高年次教養科目を 設定し ています。 特に， １ 年次の専門基礎科目の「 工学安全

教育」，２ 年次以降のコ ース科目の演習や実習，３ 年次の高年次教養科目の ELSI 教育科目では，工学系人材と し て不可欠な技術者・

研究者倫理能力を 身に付けます。

工学系人材と し ての基礎知識の活用能力【 専門性１ 】

数学， 自然科学及び情報・ 数理データ サイ エンスに関する 基礎知識の活用能力を 身に付けるために， 以下の科目を 提供し ます。

教養教育科目では， １ 年次にガイ ダンス科目， １ ・ ２ 年次に知的理解の区分で自然科学系科目， ３ 年次に高年次教養科目を ， 専門

教育科目では， 1 年次に専門基礎科目（ 専門英語は３ 年次に開講），「 数理・ データ サイ エンス（ 発展）」 を 設定し ています。 また，

低学年次に開講する系科目では， 専門分野の基礎知識の活用能力を身に付けます。

プログラ ミ ング言語の理解と 実践【 専門性２ －１ 】

代表的なプログラ ミ ング言語の文法， 特徴， 背後にある思想や数学的理論を 理解し ， 適切なプロ グラ ムを 作成する 能力を身に付

けるための科目と し て， ２ 年次に「 データ 構造と アルゴリ ズム」，「 プロ グラ ミ ング演習１ ・ ２ 」 などを ， ３ 年次に「 プログラ ミ ン

グ技法」，「 プロ グラ ミ ン グ言語」，「 オブジェ ク ト 指向言語」 などを提供し ます。

情報処理システムの理解と 応用【 専門性２ －２ 】

コ ンピュ ータ のハード ウェ アと ソ フ ト ウェ アに関する 技術を 理解し ， 目的に応じ た情報処理システムを設計する能力を 身に付け

る ための科目と し て， ２ 年次に「 コ ン ピ ュ ータ ハード ウェ ア」，「 オペレ ーティ ン グシステム」，「 システムプログラ ミ ング１ ・ ２ 」

などを ， ３ 年次に「 ソ フ ト ウェ ア設計」，「 コ ン パイ ラ 」，「 情報工学実験 A（ ハード ウェ ア）」，「 情報工学実験 C（ ソ フ ト ウェ ア）」

などを 提供し ます。

知能情報処理技術の理解と 応用【 専門性２ －３ 】

画像， 音声， 自然言語等の処理技術と 人工知能に関する基盤技術を 理解し ， それら を コ ン ピュ ータ 上に実装する能力を 身に付け

る ための科目と し て， ２ 年次に「 パタ ーン 認識と 学習」，「 数理論理学」，「 画像処理」 などを ， ３ 年次に「 人工知能」，「 知識工学」，

「 情報工学実験 B（ メ ディ ア処理）」，「 言語解析論」，「 ディ ジタ ル信号処理（ 情報）」，「 映像メ ディ ア処理」 などを 提供し ます。

社会課題解決のための情報収集・ 分析・ 発信能力【 情報力】

社会の要求に関し ， 情報の収集と 分析によっ て課題を 整理し ， 解決し た課題を 効果的に情報発信する 能力を 身に付ける ために，

以下の科目を 提供し ます。 教養教育科目では， １ ・ ２ 年次に実践知・ 感性の区分で実践・ 社会連携系科目， 汎用的技能と 健康の区

分でアカ デミ ッ ク ・ ラ イ ティ ング系科目， １ 年次の「 数理・ データ サイ エンスの基礎」， ２ 年次以降に専門科目の演習， 実習科目，

３ 年次に「 技術表現法」， ４ 年次に「 特別研究」 を 提供し ます。

コ ミ ュ ニケーショ ン能力【 行動力１ 】

様々な専門分野と の学際的・ 国際的な協力を行う ための， 論理的な記述力， 口頭発表力， 討議力等のコ ミ ュ ニケーショ ンスキル

を 身に付ける ために， 以下の科目を 提供し ます。 教養教育科目では， １ ・ ２ 年次に実践知・ 感性の区分で実践・ 社会連携系科目，

汎用的技能と 健康の区分でアカ デミ ッ ク・ ラ イ ティ ング系科目， 言語科目， ２ 年次以降に専門科目の演習， 実習科目， ３ 年次に「 技

術表現法」， 専門基礎科目で「 専門英語」 を 提供し ます。 また， 海外での語学研修， 海外留学やイ ン タ ーンシッ プ等のプロ グラ ム

を 提供し ます。

仕事の立案遂行及び総括能力【 行動力２ 】

創造的・ 計画的に仕事を 進め， 成果を まと める能力を 身に付けるために， ２ 年次以降に専門科目の演習， 実習科目， ４ 年次に「 特

別研究」 を 提供し ます。

生涯に亘る学習能力【 自己実現力】

自主的， 継続的に学習を 続け， 持続可能な社会の実現への取り 組みを 通し て自己成長する 能力を 身に付ける ために， ２ 年次以降

に専門科目の演習， 実習科目， ３ 年次に高年次教養科目， キャ リ ア関連科目を 提供し ます。 特に， 海外留学やイ ンタ ーンシッ プ等

のプログラ ムの他， 正課外のボラ ン ティ ア活動等の機会を積極的に利用するこ と を 推奨し ます。 また， ４ 年次に「 特別研究」 を 提
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供し ます。

その他

・ 各授業科目と ディ プロマ・ ポリ シーに掲げた能力の関係はシラ バスに明示し ます。

・ 学生は２ 年次から コ ースごと に定めら れたカ リ キュ ラ ムで学習し ます。 また，４ 年次から 教育研究分野（ 研究室） に配属し ます。

・ ３ 年次及び４ 年次へ進級するためには， 定めた要件を 満たす必要があり ます。

・ ELSI 教育科目と し て高年次教養科目「 工学倫理」 を提供し ます。

２ ． 教育課程における教育・ 学習方法に関する方針

１ 年次には教養教育科目と 専門基礎科目を ，２ 年次から コ ースに分かれて，専門科目を 中心に系科目と コ ース科目を 履修し ます。

３ 年次には専門科目に加えて高年次教養科目を 履修し ます。 なお， ２ 年次のコ ース分け後も ， 他のコ ースの専門科目を履修するこ

と で幅広い知識が身に付けら れる よ う になっ ています。 ４ 年次には教育研究分野（ 研究室） に配属さ れ，「 特別研究」 によ り 課題

発見と 解決に取り 組みます。 授業科目は到達目標に応じ て講義， 演習， 実習， 実験等により 開講し ます。

３ ． 学習成果の評価方針

学習成果は， 授業の形態（ 講義， 演習， 実習， 実験等） に応じ て， 定期試験， レ ポート ， 授業中の小テスト や発表など各科目の

シラ バスに明記さ れた評価方法に基づき ， 到達目標の達成度を厳格に判定し ます。

ネッ ト ワーク 工学コ ースディ プロマ・ ポリ シー

工学部工学科情報・ 電気・ 数理データ サイ エンス系ネッ ト ワーク 工学コ ースは， 高速・ 大容量通信のためのコ ンピ ュ ータ ネッ ト

ワーク 構築に不可欠なユーザ端末間を つなぐ 物理的なネッ ト ワーク 機器， ネッ ト ワーク 制御のためのソ フ ト ウェ ア技術， セキュ リ

ティ 技術， ユーザ端末の相互接続のための有線・ 無線通信技術に通じ ， 通信ネッ ト ワーク 工学に関連する諸問題の解決に寄与する

技術者・ 研究者を 養成する 。

ネッ ト ワーク 工学コ ースディ プロマ・ ポリ シーはこ の理念に基づき ， 所定の期間在学し ， 所定の単位を 修得し た学生に対し ， 以

下の能力を 身に付けたも のと 認定し ， 学士（ 工学） の学位を 授与する。

ネッ ト ワーク 工学コ ース D P・ コ ン ピテン シー

学部 D P コ ース DP 要素 コ ース D P 詳述 コ ンピ テンシー コ ン ピテン シー詳述

教養１
多面的に考える 素養と
能力【 教養１ 】

持続可能な 開発目標（ SDGs） に掲

げら れている 多様性と 包摂性のある

社会の実現のため， 技術者・ 研究者
と し て，今日的課題についての知識，

多面的に物事を 考える素養と 能力を

身に付けている 。

俯瞰的な 課題把握と 総合

的な調査

今日的課題， 多様な考え方， 事実等に関し ， 意見や結論

を 述べる ための俯瞰的な課題把握と 総合的な調査を する

こ と ができ る 。

多様性の理解と 社会参加
持続可能な社会実現のため，多様な地域や文化を 理解し ，
その中で活動するこ と ができ る。

教養２
技術者・ 研究者倫理

【 教養２ 】

技術が社会や自然に及ぼす影響や効

果， 技術者・ 研究者が社会に対し て

負っ ている責任などを理解し ， 技術
者・ 研究者と し ての倫理能力を 身に

付けている。

技術者・ 研究者責任の理

解

技術が社会や自然に及ぼす影響や効果， 技術者・ 研究者

が社会に対し て負っ ている 責任を 理解し 説明する こ と が

でき る。

技術者・ 研究者倫理の理

解

技術者・ 研究者と し ての倫理的責任を 認識し 説明する こ

と ができ る。

専門性１

工学系人材と し ての基

礎知識の活用能力
【 専門性１ 】

数学， 自然科学， 工学， 及び情報・

数理データ サイ エン スに関する 基礎
知識の活用能力を 身に付けている 。

数学の知的基盤
数学分野の基礎知識を 修得し ， こ れら の知識を 技術的専

門知識と 関連づける こ と ができ る 。

工学・ 自然科学の知的基

盤

工学・ 自然科学分野に関する 基礎知識を 修得し ， こ れら

の知識を 技術的専門知識と 関連づけ， 整理する こ と がで
き る 。

情報・ 数理デー タ サイ エ

ンスの知的基盤

情報・ 数理データ サイ エ ン ス 分野の基礎知識を 修得し，

こ れら の知識を 技術的専門知識と 関連づける こ と ができ

る 。

専門性２

電気電子・ 通信ネッ ト
ワーク 工学の専門基礎

知識と 社会課題の発見

能力【 専門性２ －１ 】

電気工学， 電子工学， 通信工学及び
ネッ ト ワーク 工学と その関連領域の

基礎知識を修得し ， こ れに基づき 社

会課題を 発見・ 把握する 能力を 身に

付けている。

電気通信分野の基礎知識
力

通信ネッ ト ワーク 工学及び電気電子工学に関する 専門知
識や理論を 理解し ， 説明する こ と ができ る 。

電気通信分野の基礎知識
の応用能力

通信ネッ ト ワーク 工学及び電気電子工学に関する 専門知
識や理論を 課題解決に応用するこ と ができ る。

ネッ ト ワーク 工学分野

の高度専門知識と 社会

課題の解決能力

【 専門性２ －２ 】

ネッ ト ワーク 工学分野における 高度

専門知識を修得し ， こ れに基づき 社

会課題を 解決するためのプロセスを

デザイ ン する 能力を 身に付けて い
る 。

社会課題を 発見・ 把握す

る能力

通信ネッ ト ワーク 工学分野， 及び， その周囲領域の社会

課題を 特定， 定式化するこ と ができ る。

課題解決に至る 実践力
通信ネッ ト ワーク 工学分野の専門知識に基づいて多様な

要因を 解明し ， 課題解決に導く こ と ができ る。

情報力
社会課題解決のための
情報収集・ 分析・ 発信

能力【 情報力】

先端的な工学の発展を担う ため， 社

会の要求に関し ， 情報の収集と 分析
によっ て課題を 整理し ， 的確に理解

する能力， 成果を 効果的に発信する

能力を 身に付けている。

情報収集・ 分析能力
情報を 的確に収集し ， データ に基づいて適切に分析する

こ と ができ る 。

情報活用・ 発信能力
先端的な工学の発展を 担う ため， 情報のアッ プデート と
品質管理を 行い， データ に基づいた判断を 下し ， ま た，

成果を 効果的に発信でき る 。

行動力１
コ ミ ュ ニケーショ ン 能
力【 行動力１ 】

様々な専門分野と の学際的・ 国際的

な協力を 行う ための， 論理的な記述

力， 口頭発表力， 討議力等のコ ミ ュ
ニケーショ ン スキルを身に付けてい

る 。

国際的視野 世界的水準で重要な事象を 理解し 議論でき る。

コ ミ ュ ニケーショ ン能力 論理的かつ効果的な記述， 口頭発表， 討議ができ る 。

行動力２
仕事の立案遂行及び総

括能力【 行動力２ 】

創造的・ 計画的に仕事を 進め， リ ー

ダーシッ プを 発揮し ， 成果と し てま

と める 能力を 身に付けている。

立案遂行能力
目標を 設定し ， チームが効果的かつ創造的に機能する 計
画を 立案遂行でき る 。

チーム総括能力
チームを まと め， 協調的かつ包括的な仕事環境の構築が

でき る。
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自己実現力
生 涯 に 亘る 学 習 能 力

【 自己実現力】

自主的， 継続的に学習を 続け， 持続

可能な社会の実現への取り 組みを通

し て自己成長する 能力を 身に付けて
いる 。

継続的学習能力
自主的， 継続的に学習を 続け， 必要に応じ て新し い知識

や技能を 取得及び活用でき る 。

持続可能な 社会へ貢献す

る 能力

持続可能な社会を 実現する ために生涯に亘り 自己を 高め

てゆける。

ネッ ト ワーク 工学コ ースカ リ キュ ラ ム・ ポリ シー

１ ． 教育課程の編成方針

工学部工学科情報・ 電気・ 数理データ サイ エンス系ネッ ト ワーク 工学コ ースでは， ディ プロマ・ ポリ シーを 満足する人材を 養成

し ます。 カ リ キュ ラ ムは， 教養教育科目と 専門教育科目で構成し ます。

教養教育科目は， 社会人と し て幅広い知識を修得する ための科目と し て設定し ており ， ある程度専門性を 修得し たう えで， 専門

性を 生かすために有益と なる幅広い知識を 身に付ける こ と ができ る高年次を対象と し た科目も 設けています。

専門教育科目は，特定の高度な知的及び技術的な専門分野を 学ぶも のと し て，学部共通の専門基礎科目と ，専門科目に分けており ，

専門科目はさ ら に系科目と コ ース科目に分けています。 専門基礎科目は，各専門領域の基礎と なる授業科目と し て位置付けており ，

工学の学問・ 研究に必要な基礎学力やグロ ーバルな視点から の学際的な知識を 身に付ける ための科目を 設定し ています。 系科目は

系の共通科目で， 各系の専門領域について知識と 技術を 修得し ， 専門技術者と し ての素養を 身に付けるための科目です。 コ ース科

目では， 系から さ ら に細分化さ れた各コ ースの専門領域についてより 深い知識と 技術を 身に付けるための科目を 設定し ています。

工学部の教育カ リ キュ ラ ムの特徴は， 次の４ 点にあり ます。 ① SDGs を 理解する ための SDGs 科目を 学部共通の教養教育科目

の必修科目と し て履修し ます。 ② Society5.0 実現のために必要不可欠な素養である 数理・ データ サイ エン ス科目を ， 教養教育科

目と 専門教育科目の枠組みで， いずれも 1 年次に集中し て履修し ます。 ③３ 年次に ELSI（ 倫理的・ 法的・ 社会的な課題） 教育の

ための科目を 履修し ます。 ④大学院に進学する学生が博士前期課程の授業を４ 年次に先取り 履修可能なシステムを設けています。

工学部工学科情報・ 電気・ 数理データ サイ エンス系ネッ ト ワーク 工学コ ースでは， 本コ ースディ プロ マ・ ポリ シーに掲げる能力

を 身に付けるために， 以下の方針により 体系的な教育課程を 編成し ています。

多面的に考える 素養と 能力【 教養１ 】

持続可能な開発目標（ SDGs） に掲げら れている多様性と 包摂性のある 社会の実現に必要な， 多面的に物事を 考える 素養と 能力

を 身に付けるために， 以下の科目を 提供し ます。 教養教育科目では， １ 年次にガイ ダンス科目， １・ ２ 年次には知的理解， 実践知・

感性，汎用的技能と 健康，言語，３ 年次に高年次教養科目を設定し ています。特に，教養教育科目の区分で開講する SDGs科目，「 数理・

データ サイ エン スの基礎」，高年次教養科目の ELSI 教育科目では，Society5.0 for SDGs の実現に必要な基礎的能力を身に付けます。

技術者・ 研究者倫理【 教養２ 】

技術が社会や自然に及ぼす影響や効果， 技術者・ 研究者が社会に対し て負っ ている責任などを理解し ， 技術者・ 研究者と し ての

倫理能力を 身に付ける ために， 以下の科目を 提供し ます。 教養教育科目では， １ 年次にガイ ダンス科目， １ ・ ２ 年次に知的理解，

実践知・ 感性， 汎用的技能と 健康， 言語， ３ 年次の高年次教養科目を 設定し ています。 特に， １ 年次の専門基礎科目の「 工学安全

教育」，２ 年次以降のコ ース科目の演習や実験，３ 年次の高年次教養科目の ELSI 教育科目では，工学系人材と し て不可欠な技術者・

研究者倫理能力を 身に付けます。

工学系人材と し ての基礎知識の活用能力【 専門性１ 】

数学， 自然科学及び情報・ 数理データ サイ エンスに関する 基礎知識の活用能力を 身に付けるために， 以下の科目を 提供し ます。

教養教育科目では， １ 年次にガイ ダンス科目， １ ・ ２ 年次に知的理解の区分で自然科学系科目， ３ 年次に高年次教養科目を ， 専門

教育科目では， 1 年次に専門基礎科目（ 専門英語は３ 年次に開講），「 数理・ データ サイ エンス（ 発展）」 を 設定し ています。 専門

基礎科目の選択科目では，「 物理学基礎（ 力学）」，「 物理学基礎（ 電磁気学）」，「 プロ グラ ミ ング」，「 微分方程式」 を ネッ ト ワーク

工学コ ースの推奨科目と し ています。 また， 低学年次に開講する 系科目では， 専門分野の基礎知識の活用能力を 身に付けます。 系

科目では，「 技術表現法」，「 特別研究」，「 フ ーリ エ解析・ ラ プラ ス変換」，「 情報理論」 を 本コ ースの必修科目と し ています。

電気電子・ 通信ネッ ト ワーク 工学の専門基礎知識と 社会課題の発見能力【 専門性２ －１ 】

電気工学， 電子工学， 通信工学及びネッ ト ワーク 工学と その関連領域の基礎知識と 基盤技術を 熟知し， それを 社会課題の発見・

把握につなげる 能力を 身に付けるため， ２ 年次以降は電磁気学， 電気回路， 電子回路などの電気電子工学分野並びに計算機数学，

通信工学， ディ ジタ ル信号処理などの通信ネッ ト ワーク 工学の基本と なる専門科目を提供し ます。

ネッ ト ワーク 工学分野の高度専門知識と 社会課題の解決能力【 専門性２ －２ 】

ネッ ト ワーク 工学分野の技術を 熟知し ， それを 社会課題の解決に応用する能力を 身に付けるため， コ ンピュ ータ ネッ ト ワーク の

設計・ 構築・ 運用技術， 情報処理技術， セキュ リ ティ 技術， 有線・ 無線通信技術などの通信ネッ ト ワーク 工学に関する専門技術を

幅広く 提供し ます。「 ネッ ト ワーク 工学実験 A」，「 ネッ ト ワーク 工学実験 B」，「 UN IX プロ グラ ミ ン グ」，「 ネッ ト ワーク プロ グラ

ミ ング実験」 並びに「 特別研究」 では， Society5.0 の実現につながる 実践的な能力を 身に付けます。

社会課題解決のための情報収集・ 分析・ 発信能力【 情報力】

社会の要求に関し ， 情報の収集と 分析によっ て課題を 整理し ， 解決し た課題を 効果的に情報発信する 能力を 身に付ける ために，

以下の科目を 提供し ます。 教養教育科目では， １ ・ ２ 年次に実践知・ 感性の区分で実践・ 社会連携系科目， 汎用的技能と 健康の区

分でアカ デミ ッ ク ・ ラ イ ティ ング系科目， １ 年次の「 数理・ データ サイ エンスの基礎」， ２ 年次に「 ネッ ト ワーク 工学実験 A」， ３

年次に「 ネッ ト ワーク 工学実験 B」，「 UN IX プログラ ミ ン グ」，「 技術表現法」， ４ 年次に「 特別研究」 を 提供し ます。

コ ミ ュ ニケーショ ン能力【 行動力１ 】

様々な専門分野と の学際的・ 国際的な協力を行う ための， 論理的な記述力， 口頭発表力， 討議力等のコ ミ ュ ニケーショ ンスキル

を 身に付ける ために， 以下の科目を 提供し ます。 教養教育科目では， １ ・ ２ 年次に実践知・ 感性の区分で実践・ 社会連携系科目，

汎用的技能と 健康の区分でアカ デミ ッ ク・ ラ イ ティ ング系科目， 言語科目， ２ 年次に「 ネッ ト ワーク 工学実験 A」， ３ 年次に「 ネッ

ト ワーク 工学実験 B」，「 技術表現法」， 専門基礎科目で「 専門英語」 を 提供し ます。 また， 海外での語学研修， 海外留学やイ ン タ ー

-  55  -



ン シッ プ等のプロ グラ ムを 提供し ます。

仕事の立案遂行及び総括能力【 行動力２ 】

創造的・ 計画的に仕事を 進め， 成果を まと める能力を 身に付けるために， ２ 年次以降に専門科目の演習， 実習科目， ４ 年次に「 特

別研究」 を 提供し ます。

生涯に亘る学習能力【 自己実現力】

自主的， 継続的に学習を 続け， 持続可能な社会の実現への取り 組みを通し て自己成長する能力を 身に付けるために， ２ 年次以降

に専門科目の演習， 実習科目， ３ 年次に高年次教養科目， キャ リ ア関連科目を 提供し ます。 特に， 海外留学やイ ン タ ーンシッ プ等

のプログラ ムの他， 正課外のボラ ンティ ア活動等の機会を 積極的に利用するこ と を 推奨し ます。 また， ４ 年次に「 特別研究」 を提

供し ます。

その他

・ 各授業科目と ディ プロマ・ ポリ シーに掲げた能力の関係はシラ バスに明示し ます。

・ 学生は２ 年次から コ ースごと に定めら れたカ リ キュ ラ ムで学習し ます。 また， ３ 年次後半から 教育研究分野（ 研究室） に配属

し ます。

・ ３ 年次及び４ 年次へ進級するためには， コ ースごと に定めた要件を満たす必要があり ます。

・ ELSI 教育科目と し て高年次教養科目「 工学倫理」 を提供し ます。

２ ． 教育課程における教育・ 学習方法に関する方針

１ 年次には教養教育科目と 専門基礎科目を ，２ 年次から コ ースに分かれて，専門科目を 中心に系科目と コ ース科目を 履修し ます。

３ 年次には専門科目に加えて高年次教養科目を 履修し ます。 なお， ２ 年次のコ ース分け後も ， 他のコ ースの専門科目を履修するこ

と で幅広い知識が身に付けら れるよう になっ ています。 教育研究分野（ 研究室） に配属さ れた後， ４ 年次には「 特別研究」 により

課題発見と 解決に取り 組みます。 授業科目は到達目標に応じ て講義， 演習， 実習， 実験等により 開講し ます。

３ ． 学習成果の評価方針

学習成果は， 授業の形態（ 講義， 演習， 実習， 実験等） に応じ て， 定期試験， レ ポート ， 授業中の小テスト や発表など各科目の

シラ バスに明記さ れた評価方法に基づき ， 到達目標の達成度を厳格に判定し ます。

エネルギー・ エレ ク ト ロニク スコ ースディ プロマ・ ポリ シー

工学部工学科情報・ 電気・ 数理データ サイ エンス系エネルギー・ エレ ク ト ロニク スコ ースは， 創エネ・ 省エネ・ 畜エネ， そし て，

こ れら のシステム制御から なる エネルギーマネジメ ント システムの構築やこ れに寄与する各種デバイ ス・ 材料の開発に必要な専門

的教育だけでなく ， 現代技術者に不可欠な情報通信技術に関する教育を行い， グローバルなエネルギー問題の解決に様々な方面か

ら 貢献でき る電気電子工学分野の技術者・ 研究者を養成する 。

エネルギー・ エレ ク ト ロニク スコ ースディ プロマ・ ポリ シーはこ の理念に基づき ， 所定の期間在学し ， 所定の単位を修得し た学

生に対し ， 以下の能力を 身に付けたも のと 認定し ， 学士（ 工学） の学位を 授与する。

エネルギー・ エレ ク ト ロ ニク スコ ース D P・ コ ン ピテン シー

学部 D P コ ース DP 要素 コ ース D P 詳述 コ ンピ テンシー コ ン ピテン シー詳述

教養１
多面的に考える 素養と

能力【 教養１ 】

持続可能な 開発目標（ SDGs） に掲

げら れている 多様性と 包摂性のある
社会の実現のため， 技術者・ 研究者

と し て，今日的課題についての知識，

多面的に物事を 考える素養と 能力を

身に付けている 。

俯瞰的な 課題把握と 総合

的な調査

今日的課題， 多様な考え方， 事実等に関し ， 意見や結論

を 述べる ための俯瞰的な課題把握と 総合的な調査を する
こ と ができ る 。

多様性の理解と 社会参加
持続可能な社会実現のため，多様な地域や文化を 理解し ，
その中で活動するこ と ができ る。

教養２
技術者・ 研究者倫理

【 教養２ 】

技術が社会や自然に及ぼす影響や効

果， 技術者・ 研究者が社会に対し て

負っ ている責任などを理解し ， 技術
者・ 研究者と し ての倫理能力を 身に

付けている。

技術者・ 研究者責任の理

解

技術が社会や自然に及ぼす影響や効果， 技術者・ 研究者

が社会に対し て負っ ている 責任を 理解し 説明する こ と が

でき る。

技術者・ 研究者倫理の理
解

技術者・ 研究者と し ての倫理的責任を 認識し 説明する こ
と ができ る。

専門性１

工学系人材と し ての基

礎知識の活用能力
【 専門性１ 】

数学， 自然科学， 工学， 及び情報・

数理データ サイ エン スに関する 基礎
知識の活用能力を 身に付けている 。

数学の知的基盤
数学分野の基礎知識を 修得し ， こ れら の知識を 技術的専

門知識と 関連づける こ と ができ る 。

工学・ 自然科学の知的基
盤

工学・ 自然科学分野に関する 基礎知識を 修得し ， こ れら

の知識を 技術的専門知識と 関連づけ， 整理する こ と がで
き る 。

情報・ 数理デー タ サイ エ

ンスの知的基盤

情報・ 数理データ サイ エ ン ス 分野の基礎知識を 修得し，

こ れら の知識を 技術的専門知識と 関連づける こ と ができ

る 。

専門性２

電気電子・ 通信ネッ ト

ワーク 工学の専門基礎

知識と 社会課題の発見

能力【 専門性２ －１ 】

電気工学， 電子工学， 通信工学及び

ネッ ト ワーク 工学と その関連領域の

基礎知識を修得し ， こ れに基づき 社

会課題を 発見・ 把握する 能力を 身に

付けている。

電気通信分野の基礎知識
力

電気電子工学及び通信ネッ ト ワーク 工学に関する 専門知
識や理論を 理解し ， 説明する こ と ができ る 。

電気通信分野の基礎知識
の応用能力

電気電子工学及び通信ネッ ト ワーク 工学に関する 専門知
識や理論を 課題解決に応用するこ と ができ る。

エネルギー・ エレ ク ト

ロ ニク ス分野の高度専

門知識と 社会課題の解
決能力【 専門性２ －２ 】

エネルギー・ エレ ク ト ロ ニク ス分野

における 高度専門知識を 修得し ， こ

れに基づき 社会課題を解決する ため

のプロ セスを デザイ ンする 能力を 身
に付けている 。

社会課題を 発見・ 把握す

る能力

電気電子工学分野， 及び， その周囲領域の社会課題を 特

定， 定式化する こ と ができ る 。

課題解決に至る 実践力
電気電子工学分野の専門知識に基づいて多様な要因を 解

明し ， 課題解決に導く こ と ができ る 。
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情報力

社会課題解決のための

情報収集・ 分析・ 発信
能力【 情報力】

先端的な工学の発展を 担う ため， 社

会の要求に関し ， 情報の収集と 分析

によ っ て課題を 整理し ， 的確に理解
する 能力， 成果を 効果的に発信する

能力を 身に付けている 。

情報収集・ 分析能力
情報を 的確に収集し ， データ に基づいて適切に分析する

こ と ができ る 。

情報活用・ 発信能力

先端的な工学の発展を 担う ため， 情報のアッ プデート と

品質管理を 行い， データ に基づいた判断を 下し ， ま た，

成果を 効果的に発信でき る。

行動力１
コ ミ ュ ニケーシ ョ ン 能

力【 行動力１ 】

様々な専門分野と の学際的・ 国際的

な協力を 行う ための， 論理的な記述

力， 口頭発表力， 討議力等のコ ミ ュ

ニケーショ ンスキルを 身に付けてい
る。

国際的視野 世界的水準で重要な事象を 理解し 議論でき る 。

コ ミ ュ ニケーショ ン 能力 論理的かつ効果的な記述， 口頭発表， 討議ができ る 。

行動力２
仕事の立案遂行及び総

括能力【 行動力２ 】

創造的・ 計画的に仕事を 進め， リ ー

ダーシッ プを 発揮し ， 成果と し てま

と める能力を 身に付けている 。

立案遂行能力
目標を 設定し ， チームが効果的かつ創造的に機能する 計

画を 立案遂行でき る 。

チーム総括能力
チームを まと め， 協調的かつ包括的な仕事環境の構築が
でき る 。

自己実現力
生 涯 に 亘る 学 習 能 力

【 自己実現力】

自主的， 継続的に学習を 続け， 持続

可能な社会の実現への取り 組みを通
し て自己成長する 能力を 身に付けて

いる 。

継続的学習能力
自主的， 継続的に学習を 続け， 必要に応じ て新し い知識

や技能を 取得及び活用でき る 。

持続可能な 社会へ貢献す

る 能力

持続可能な社会を 実現する ために生涯に亘り 自己を 高め

てゆける。

エネルギー・ エレ ク ト ロ ニク スコ ースカ リ キュ ラ ム・ ポリ シー

１ ． 教育課程の編成方針

工学部工学科情報・ 電気・ 数理データ サイ エンス系エネルギー・ エレ ク ト ロニク スコ ースでは， ディ プロマ・ ポリ シーを満足す

る 人材を 養成し ます。 カ リ キュ ラ ムは， 教養教育科目と 専門教育科目で構成し ます。

教養教育科目は， 社会人と し て幅広い知識を修得する ための科目と し て設定し ており ， ある程度専門性を 修得し たう えで， 専門

性を 生かすために有益と なる幅広い知識を 身に付ける こ と ができ る高年次を対象と し た科目も 設けています。

専門教育科目は，特定の高度な知的及び技術的な専門分野を 学ぶも のと し て，学部共通の専門基礎科目と ，専門科目に分けており ，

専門科目はさ ら に系科目と コ ース科目に分けています。 専門基礎科目は，各専門領域の基礎と なる授業科目と し て位置付けており ，

工学の学問・ 研究に必要な基礎学力やグロ ーバルな視点から の学際的な知識を 身に付ける ための科目を 設定し ています。 系科目は

系の共通科目で， 各系の専門領域について知識と 技術を 修得し ， 専門技術者と し ての素養を 身に付けるための科目です。 コ ース科

目では， 系から さ ら に細分化さ れた各コ ースの専門領域についてより 深い知識と 技術を 身に付けるための科目を 設定し ています。

工学部の教育カ リ キュ ラ ムの特徴は， 次の４ 点にあり ます。 ① SDGs を 理解する ための SDGs 科目を 学部共通の教養教育科目

の必修科目と し て履修し ます。 ② Society5.0 実現のために必要不可欠な素養である 数理・ データ サイ エン ス科目を ， 教養教育科

目と 専門教育科目の枠組みで， いずれも 1 年次に集中し て履修し ます。 ③３ 年次に ELSI（ 倫理的・ 法的・ 社会的な課題） 教育の

ための科目を 履修し ます。 ④大学院に進学する学生が博士前期課程の授業を４ 年次に先取り 履修可能なシステムを設けています。

工学部工学科情報・ 電気・ 数理データ サイ エンス系エネルギー・ エレ ク ト ロニク スコ ースでは， 本コ ースディ プロ マ・ ポリ シー

に掲げる能力を 身に付けるために， 以下の方針により 体系的な教育課程を 編成し ています。

多面的に考える 素養と 能力【 教養１ 】

持続可能な開発目標（ SDGs） に掲げら れている多様性と 包摂性のある 社会の実現に必要な， 多面的に物事を 考える 素養と 能力

を 身に付けるために， 以下の科目を 提供し ます。 教養教育科目では， １ 年次にガイ ダンス科目， １・ ２ 年次には知的理解， 実践知・

感性，汎用的技能と 健康，言語，３ 年次に高年次教養科目を 設定し ています。 特に，教養教育科目の区分で開講する SDGs 科目，「 数

理データ ・ サイ エンスの基礎」， 高年次教養科目の ELSI 教育科目では， Society5.0 for SDGs の実現に必要な基礎的能力を身に付

けます。

技術者・ 研究者倫理【 教養２ 】

技術が社会や自然に及ぼす影響や効果， 技術者・ 研究者が社会に対し て負っ ている責任などを理解し ， 技術者・ 研究者と し ての

倫理能力を 身に付ける ために， 以下の科目を 提供し ます。 教養教育科目では， １ 年次にガイ ダンス科目， １ ・ ２ 年次に知的理解，

実践知・ 感性， 汎用的技能と 健康， 言語， ３ 年次の高年次教養科目を 設定し ています。 特に， １ 年次の専門基礎科目の「 工学安全

教育」，２ 年次以降のコ ース科目の演習や実験，３ 年次の高年次教養科目の ELSI 教育科目では，工学系人材と し て不可欠な技術者・

研究者倫理能力を 身に付けます。

工学系人材と し ての基礎知識の活用能力【 専門性１ 】

数学， 自然科学及び情報・ 数理データ サイ エンスに関する 基礎知識の活用能力を 身に付けるために， 以下の科目を 提供し ます。

教養教育科目では， １ 年次にガイ ダンス科目， １ ・ ２ 年次に知的理解の区分で自然科学系科目， ３ 年次に高年次教養科目を ， 専門

教育科目では， １ 年次に専門基礎科目（ 専門英語は３ 年次に開講），「 数理・ データ サイ エン ス（ 発展）」 を 設定し ています。 専門

基礎科目の選択科目では，「 物理学基礎（ 力学）」，「 物理学基礎（ 電磁気学）」，「 プロ グラ ミ ン グ」，「 微分方程式」 を エネルギー・

エレ ク ト ロニク スコ ースの推奨科目と し ています。 また， 低学年次に開講する 系科目では， 専門分野の基礎知識の活用能力を身に

付けます。 系科目では，「 技術表現法」，「 特別研究」，「 フ ーリ エ解析・ ラ プラ ス変換」，「 数値計算法」 を 本コ ースの必修科目と し

ています。

電気電子・ 通信ネッ ト ワーク 工学の専門基礎知識と 社会課題の発見能力【 専門性２ －１ 】

電気工学， 電子工学， 通信工学及びネッ ト ワーク 工学と その関連領域の基礎知識と 基盤技術を 熟知し， それを 社会課題の発見・

把握につなげる 能力を 身に付けるため， ２ 年次以降は電磁気学， 電気回路， 電子回路などの電気電子工学分野並びに計算機数学，

通信工学， ディ ジタ ル信号処理などの通信ネッ ト ワーク 工学の基本と なる専門科目を提供し ます。

エネルギー・ エレ ク ト ロ ニク ス分野の高度専門知識と 社会課題の解決能力【 専門性２ －２ 】

エネルギー・ エレ ク ト ロニク ス分野の技術を 熟知し ， それを 社会課題の解決に応用する能力を 身に付ける ため， 電子材料物性，

半導体・ 光デバイ ス， 電力変換， 制御工学， 発送電工学などの専門科目を 幅広く 提供し ます。「 エネルギー・ エレ ク ト ロ ニク ス実
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験 A」，「 エネルギー・ エレ ク ト ロ ニク ス実験 B」，「 UN IX プログラ ミ ング」 並びに「 特別研究」 では， Society5. 0 の実現につなが

る 実践的な能力を 身に付けます。

社会課題解決のための情報収集・ 分析・ 発信能力【 情報力】

社会の要求に関し ， 情報の収集と 分析によ っ て課題を 整理し ， 解決し た課題を 効果的に情報発信する 能力を 身に付ける ために，

以下の科目を提供し ます。 教養教育科目では， １ ・ ２ 年次に実践知・ 感性の区分で実践・ 社会連携系科目， 汎用的技能と 健康の区

分でアカ デミ ッ ク ・ ラ イ ティ ン グ系科目， １ 年次の「 数理・ データ サイ エンスの基礎」， ２ 年次に「 エネルギー・ エレ ク ト ロ ニク

ス実験 A」， ３ 年次に「 エネルギー・ エレ ク ト ロ ニク ス実験 B」，「 UN IX プロ グラ ミ ン グ」，「 技術表現法」， ４ 年次に「 特別研究」

を 提供し ます。

コ ミ ュ ニケーショ ン 能力【 行動力１ 】

様々な専門分野と の学際的・ 国際的な協力を 行う ための， 論理的な記述力， 口頭発表力， 討議力等のコ ミ ュ ニケーショ ンスキル

を 身に付ける ために， 以下の科目を 提供し ます。 教養教育科目では， １ ・ ２ 年次に実践知・ 感性の区分で実践・ 社会連携系科目，

汎用的技能と 健康の区分でアカ デミ ッ ク ・ ラ イ ティ ン グ系科目， 言語科目， ２ 年次に「 エネルギー・ エレ ク ト ロ ニク ス実験 A」，

３ 年次に「 エネルギー・ エレ ク ト ロ ニク ス実験 B」，「 技術表現法」， 専門基礎科目で「 専門英語」 を 提供し ます。 また， 海外での

語学研修， 海外留学やイ ン タ ーンシッ プ等のプロ グラ ムを 提供し ます。

仕事の立案遂行及び総括能力【 行動力２ 】

創造的・ 計画的に仕事を 進め， 成果を まと める能力を 身に付けるために， ２ 年次以降に専門科目の演習， 実習科目， ４ 年次に「 特

別研究」 を 提供し ます。

生涯に亘る学習能力【 自己実現力】

自主的， 継続的に学習を 続け， 持続可能な社会の実現への取り 組みを通し て自己成長する能力を 身に付けるために， ２ 年次以降

に専門科目の演習， 実習科目， ３ 年次に高年次教養科目， キャ リ ア関連科目を 提供し ます。 特に， 海外留学やイ ン タ ーンシッ プ等

のプログラ ムの他， 正課外のボラ ンティ ア活動等の機会を 積極的に利用するこ と を 推奨し ます。 また， ４ 年次に「 特別研究」 を提

供し ます。

その他

・ 各授業科目と ディ プロマ・ ポリ シーに掲げた能力の関係はシラ バスに明示し ます。

・ 学生は２ 年次から コ ースごと に定めら れたカ リ キュ ラ ムで学習し ます。 また， ３ 年次後半から 教育研究分野（ 研究室） に配属

し ます。

・ ３ 年次及び４ 年次へ進級するためには， コ ースごと に定めた要件を満たす必要があり ます。

・ ELSI 教育科目と し て高年次教養科目「 工学倫理」 を提供し ます。

２ ． 教育課程における教育・ 学習方法に関する方針

１ 年次には教養教育科目と 専門基礎科目を ，２ 年次から コ ースに分かれて，専門科目を 中心に系科目と コ ース科目を 履修し ます。

３ 年次には専門科目に加えて高年次教養科目を 履修し ます。 なお， ２ 年次のコ ース分け後も ， 他のコ ースの専門科目を履修するこ

と で幅広い知識が身に付けら れるよう になっ ています。 教育研究分野（ 研究室） に配属さ れた後， ４ 年次には「 特別研究」 により

課題発見と 解決に取り 組みます。 授業科目は到達目標に応じ て講義， 演習， 実習， 実験等により 開講し ます。

３ ． 学習成果の評価方針

学習成果は， 授業の形態（ 講義， 演習， 実習， 実験等） に応じ て， 定期試験， レ ポート ， 授業中の小テスト や発表など各科目の

シラ バスに明記さ れた評価方法に基づき ， 到達目標の達成度を厳格に判定し ます。

数理データ サイ エン スコ ースディ プロ マ・ ポリ シー

工学部工学科情報・ 電気・ 数理データ サイ エンス系数理データ サイ エンスコ ースは， 現象の解明や社会課題の解決に主体的に取

り 組むため， 数理科学を 基盤と するデータ サイ エンスの知識・ 技能を 修得し ， 根拠に基づいて客観的な議論や判断を 行う 能力を身

につけた技術者・ 研究者を 養成する 。 数理データ サイ エンスコ ースディ プロマ・ ポリ シーはこ の理念に基づき ， 所定の期間在学し ，

所定の単位を修得し た学生に対し ， 以下の能力を 身に付けたも のと 認定し ， 学士（ 工学） の学位を 授与する 。

数理データ サイ エン スコ ース DP・ コ ンピ テンシー

学部 D P コ ース DP 要素 コ ース D P 詳述 コ ンピ テンシー コ ン ピテン シー詳述

教養１
多面的に考える 素養と

能力【 教養１ 】

持続可能な 開発目標（ SDGs） に掲
げら れている 多様性と 包摂性のある

社会の実現のため， 技術者・ 研究者

と し て，今日的課題についての知識，

多面的に物事を 考える素養と 能力を
身に付けている 。

俯瞰的な 課題把握と 総合

的な調査

今日的課題， 多様な考え方， 事実等に関し ， 意見や結論

を 述べる ための俯瞰的な課題把握と 総合的な調査を する

こ と ができ る 。

多様性の理解と 社会参加
持続可能な社会実現のため，多様な地域や文化を 理解し ，

その中で活動するこ と ができ る。

教養２
技術者・ 研究者倫理

【 教養２ 】

技術が社会や自然に及ぼす影響や効
果， 技術者・ 研究者が社会に対し て

負っ ている責任などを理解し ， 技術

者・ 研究者と し ての倫理能力を 身に

付けている。

技術者・ 研究者責任の理

解

技術が社会や自然に及ぼす影響や効果， 技術者・ 研究者

が社会に対し て負っ ている 責任を 理解し 説明する こ と が

でき る。

技術者・ 研究者倫理の理

解

技術者・ 研究者と し ての倫理的責任を 認識し 説明する こ

と ができ る。
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専門性１

工学系人材と し ての基

礎知識の活用能力
【 専門性１ 】

数学， 自然科学， 工学， 及び情報・

数理データ サイ エンスに関する 基礎
知識の活用能力を 身に付けている。

数学の知的基盤
数学分野の基礎知識を 修得し ， こ れら の知識を 技術的専

門知識と 関連づける こ と ができ る。

工学・ 自然科学の知的基

盤

工学・ 自然科学分野に関する 基礎知識を 修得し ， こ れら

の知識を 技術的専門知識と 関連づけ， 整理する こ と がで

き る 。

情報・ 数理データ サイ エ

ン スの知的基盤

情報・ 数理データ サイ エ ン ス 分野の基礎知識を 修得し，

こ れら の知識を 技術的専門知識と 関連づける こ と ができ

る。

専門性２

数理科学の知識と その
応用能力

【 専門性２ －１ 】

データ サイ エン スの基礎と なる 数理
科学の方法と 理論を 修得し ， 現象の

解明や社会課題の解決に応用する能

力を 身に付けている。

数理科学の知識と そ の応

用能力

数理科学の方法と 理論を 修得し ， 現象の解明や社会課題

の解決に応用する こ と ができ る 。

計算科学の知識と コ ン

ピ ュ ー タ の 活 用 能 力

【 専門性２ －２ 】

プロ グラ ミ ング， 数値計算法， モデ
リ ン グ， シミ ュ レ ーショ ン， 可視化

など， データ サイ エン スを強化する

計算科学の方法と 理論を 修得し ， コ

ンピ ュ ータ を 活用し て現象の解明や
社会課題の解決に応用する能力を身

に付けている。

計 算 科 学 の 知 識 と コ ン

ピ ュ ータ の活用能力

計算科学の方法と 理論を 修得し ， コ ン ピ ュ ータ を 活用し

て 現象の解明や社会課題の解決に応用する こ と がで き

る。

データ サイ エン スの知
識と データ の活用能力

【 専門性２ －３ 】

統計学や機械学習， データ の収集・

管理・ 解析など， データ サイ エンス

の中心と なる諸種の方法と 理論を修
得し ， データ を 活用し て現象の解明

や社会課題の解決に応用する 能力を

身に付けている 。

データ サイ エ ン ス の知識

と データ の活用能力

データ サイ エン スの中心と なる 諸種の方法と 理論を 修得

し ， データ を 活用し て現象の解明や社会課題の解決に応
用する こ と ができ る 。

社会課題を 発見・ 把握す
る 能力

複雑な現象や社会課題を 特定，定式化するこ と ができ る。

情報力
情報収集・ 分析・ 発信

能力【 情報力】

現象の解明や社会課題の解決のため
に， 情報の収集と 分析によっ て課題

を整理し ， 的確に理解する能力， 成

果を 効果的に発信する 能力を 身に付

けている 。

課題解決のプ ロ セ ス を デ
ザイ ン する能力

持続可能な社会実現のため， 多様な要因を 考慮し ， 解決
策を 提示する こ と ができ る。

情報収集・ 分析能力
情報を 的確に収集し ， データ に基づいて適切に分析する

こ と ができ る 。

行動力１
コ ミ ュ ニケーシ ョ ン 能
力【 行動力１ 】

様々な専門分野と の学際的・ 国際的

な協力を 行う ための， 論理的な記述
力， 口頭発表力， 討議力等のコ ミ ュ

ニケーショ ンスキルを 身に付けてい

る。

情報活用・ 発信能力

先端的な工学の発展を 担う ため， 情報のアッ プデート と

品質管理を 行い， データ に基づいた判断を 下し ， ま た，

成果を 効果的に発信でき る。

国際的視野 世界的水準で重要な事象を 理解し 議論でき る 。

行動力２
仕事の立案遂行及び総

括能力【 行動力２ 】

創造的・ 計画的に仕事を 進め， リ ー

ダーシッ プを 発揮し ， 成果と し てま

と める能力を 身に付けている 。

コ ミ ュ ニケーショ ン 能力 論理的かつ効果的な記述， 口頭発表， 討議ができ る 。

立案遂行能力
目標を 設定し ， チームが効果的かつ創造的に機能する 計
画を 立案遂行でき る 。

自己実現力
生 涯 に 亘る 学 習 能 力

【 自己実現力】

自主的， 継続的に学習を 続け， 持続

可能な社会の実現への取り 組みを通
し て自己成長する 能力を 身に付けて

いる 。

チーム総括能力
チームを まと め， 協調的かつ包括的な仕事環境の構築が

でき る 。

継続的学習能力
自主的， 継続的に学習を 続け， 必要に応じ て新し い知識

や技能を 取得及び活用でき る 。

数理データ サイ エンスコ ースカ リ キュ ラ ム・ ポリ シー

１ ． 教育課程の編成方針

工学部工学科情報・ 電気・ 数理データ サイ エンス系数理データ サイ エン スコ ースでは， ディ プロ マ・ ポリ シーを満足する人材を

養成し ます。 カ リ キュ ラ ムは， 教養教育科目と 専門教育科目で構成し ます。

教養教育科目は， 社会人と し て幅広い知識を修得する ための科目と し て設定し ており ， ある程度専門性を 修得し たう えで， 専門

性を 生かすために有益と なる幅広い知識を 身に付ける こ と ができ る高年次を対象と し た科目も 設けています。

専門教育科目は，特定の高度な知的及び技術的な専門分野を 学ぶも のと し て，学部共通の専門基礎科目と ，専門科目に分けており ，

専門科目はさ ら に系科目と コ ース科目に分けています。 専門基礎科目は，各専門領域の基礎と なる授業科目と し て位置付けており ，

工学の学問・ 研究に必要な基礎学力やグロ ーバルな視点から の学際的な知識を 身に付ける ための科目を 設定し ています。 系科目は

系の共通科目で， 各系の専門領域について知識と 技術を 修得し ， 専門技術者と し ての素養を 身に付けるための科目です。 コ ース科

目では， 系から さ ら に細分化さ れた各コ ースの専門領域についてより 深い知識と 技術を 身に付けるための科目を 設定し ています。

工学部の教育カ リ キュ ラ ムの特徴は， 次の４ 点にあり ます。 ① SDGs を 理解する ための SDGs 科目を 学部共通の教養教育科目

の必修科目と し て履修し ます。 ② Society5.0 実現のために必要不可欠な素養である 数理・ データ サイ エン ス科目を ， 教養教育科

目と 専門教育科目の枠組みで， いずれも 1 年次に集中し て履修し ます。 ③３ 年次に ELSI（ 倫理的・ 法的・ 社会的な課題） 教育の

ための科目を 履修し ます。 ④大学院に進学する学生が博士前期課程の授業を４ 年次に先取り 履修可能なシステムを設けています。

工学部工学科情報・ 電気・ 数理データ サイ エンス系数理データ サイ エン スコ ースでは， 本コ ースディ プロマ・ ポリ シーに掲げる

能力を 身に付ける ために， 以下の方針によ り 体系的な教育課程を 編成し ています。

多面的に考える 素養と 能力【 教養１ 】

持続可能な開発目標（ SDGs） に掲げら れている多様性と 包摂性のある 社会の実現に必要な， 多面的に物事を 考える 素養と 能力

を 身に付けるために， 以下の科目を 提供し ます。 教養教育科目では， １ 年次にガイ ダンス科目， １・ ２ 年次には知的理解， 実践知・

感性，汎用的技能と 健康，言語，３ 年次に高年次教養科目を設定し ています。特に，教養教育科目の区分で開講する SDGs科目，「 数理・

データ サイ エン スの基礎」，高年次教養科目の ELSI 教育科目では，Society5.0 for SDGs の実現に必要な基礎的能力を身に付けます。

技術者・ 研究者倫理【 教養２ 】

技術が社会や自然に及ぼす影響や効果， 技術者・ 研究者が社会に対し て負っ ている責任などを理解し ， 技術者・ 研究者と し ての

倫理能力を 身に付ける ために， 以下の科目を 提供し ます。 教養教育科目では， １ 年次にガイ ダンス科目， １ ・ ２ 年次に知的理解，

実践知・ 感性， 汎用的技能と 健康， 言語， ３ 年次の高年次教養科目を 設定し ています。 特に， １ 年次の専門基礎科目の「 工学安全
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教育」，２ 年次以降のコ ース科目の演習や実習，３ 年次の高年次教養科目の ELSI 教育科目では，工学系人材と し て不可欠な技術者・

研究者倫理能力を 身に付けます。

工学系人材と し ての基礎知識の活用能力【 専門性１ 】

数学， 自然科学及び情報・ 数理データ サイ エン スに関する基礎知識の活用能力を 身に付ける ために， 以下の科目を 提供し ます。

教養教育科目では， １ 年次にガイ ダン ス科目， １ ・ ２ 年次に知的理解の区分で自然科学系科目， ３ 年次に高年次教養科目を ， 専門

教育科目では， 1 年次に専門基礎科目（ 専門英語は３ 年次に開講），「 数理・ データ サイ エンス（ 発展）」 を 設定し ています。 また，

低学年次に開講する 系科目では， 専門分野の基礎知識の活用能力を 身に付けます。 系科目のう ち 「 技術表現法」，「 特別研究」，「 統

計データ 解析基礎」，「 数値計算法」 を 本コ ースの必修科目と し ます。

数理科学の知識と その応用能力【 専門性２ －１ 】

データ サイ エンスの基礎と なる 数理科学の方法と 理論を 修得し ， 現象の解明や社会課題の解決に応用する能力を 身に付ける ため

に， 以下の専門科目を 提供し ます。 ２ 年次の前半には「 微分積分続論及び演習１ ，２ 」「 線形代数続論及び演習１ ，２ 」 によ り ， 数

理科学の基礎を身に付けます。 ２ 年次の後半から は， 解析学， 代数学， 幾何学に関連する 数理科学の理論と 応用に関する選択科目

を 提供し ます。

計算科学の知識と コ ンピ ュ ータ の活用能力【 専門性２ －２ 】

データ サイ エンスを 強化する計算科学の方法と 理論を 修得し ， コ ン ピュ ータ を 活用し て現象の解明や社会課題の解決に応用する

能力を身に付けるために， 以下の専門科目を提供し ます。 ２ 年次には「 数理プログラ ミ ン グ」 によ り ， コ ン ピュ ータ の活用に不可

欠なプロ グラ ミ ングの基礎技術を 身に付けます。 ３ 年次から は， 数理モデリ ン グ及び数値シミ ュ レ ーショ ン ， 可視化などに関する

選択科目を 提供し ます。

データ サイ エンスの知識と データ の活用能力【 専門性２ －３ 】

データ サイ エンスの中心と なる 諸種の方法と 理論を修得し ， データ を 活用し て現象の解明や社会課題の解決に応用する能力を 身

に付ける ために， 以下の専門科目を提供し ます。 ２ 年次には「 統計データ 解析演習」 によ り ， データ 解析に不可欠なコ ンピ ュ ータ

の利用技術を 身に付けます。 さ ら に， ２ 年次に「 データ 活用基礎」 を ， ３ 年次に「 データ 活用実践演習」 を それぞれ提供し ます。

また， ３ 年次から は， 機械学習に関する必修科目， 統計学やデータ の収集・ 管理・ 解析などに関する選択科目を提供し ます。

情報収集・ 分析・ 発信能力【 情報力】

現象の解明や社会課題の解決のために， 情報の収集と 分析によっ て課題を 整理し ， 解決し た課題を 効果的に情報発信する能力を

身に付けるために， 以下の科目を 提供し ます。 教養教育科目では， １ ・ ２ 年次に実践知・ 感性の区分で実践・ 社会連携系科目， 汎

用的技能と 健康の区分でアカ デミ ッ ク ・ ラ イ ティ ン グ系科目， １ 年次の「 数理・ データ サイ エン スの基礎」， ２ 年次以降に専門科

目の演習， 実習科目，「 技術表現法」 を 提供し ます。 また， ２ 年次の「 データ 活用基礎」， ３ 年次の「 データ 活用実践演習」， ４ 年

次の「 特別研究」 では， 課題発見から データ の収集・ 管理・ 解析， 結論提示に至る一連の過程を 学び， データ サイ エンスの技術に

必要な情報力を身に付けます。

コ ミ ュ ニケーショ ン 能力【 行動力１ 】

様々な専門分野と の学際的・ 国際的な協力を 行う ための， 論理的な記述力， 口頭発表力， 討議力等のコ ミ ュ ニケーショ ンスキル

を 身に付ける ために， 以下の科目を 提供し ます。 教養教育科目では， １ ・ ２ 年次に実践知・ 感性の区分で実践・ 社会連携系科目，

汎用的技能と 健康の区分でアカ デミ ッ ク・ ラ イ ティ ング系科目， 言語科目， ２ 年次以降に専門科目の演習， 実習科目， ３ 年次に「 技

術表現法」， 専門基礎科目で「 専門英語」 を 提供し ます。 また， 海外での語学研修， 海外留学やイ ン タ ーンシッ プ等のプロ グラ ム

を 提供し ます。

仕事の立案遂行及び総括能力【 行動力２ 】

創造的・ 計画的に仕事を進め， 成果を まと める能力を 身に付ける ために， ２ 年次以降に専門科目の演習， 実習科目， ４ 年次に「 特

別研究」 を 提供し ます。

生涯に亘る学習能力【 自己実現力】

自主的， 継続的に学習を 続け， 持続可能な社会の実現への取り 組みを 通し て自己成長する能力を 身に付ける ために， ２ 年次以降

に専門科目の演習， 実習科目， ３ 年次に高年次教養科目， キャ リ ア関連科目を 提供し ます。 特に， 海外留学やイ ン タ ーンシッ プ等

のプログラ ムの他， 正課外のボラ ンティ ア活動等の機会を 積極的に利用するこ と を 推奨し ます。 また， ４ 年次に「 特別研究」 を 提

供し ます。

その他

・ 各授業科目と ディ プロマ・ ポリ シーに掲げた能力の関係はシラ バスに明示し ます。

・ 学生は２ 年次から コ ースごと に定めら れたカ リ キュ ラ ムで学習し ます。 また，４ 年次から 教育研究分野（ 研究室） に配属し ます。

・ ３ 年次及び４ 年次へ進級する ためには， コ ースごと に定めた要件を 満たす必要があり ます。

・ ELSI 教育科目と し て高年次教養科目「 工学倫理」 を 提供し ます。

２ ． 教育課程における教育・ 学習方法に関する方針

１ 年次には教養教育科目と 専門基礎科目を，２ 年次から コ ースに分かれて，専門科目を 中心に系科目と コ ース科目を 履修し ます。

３ 年次には専門科目に加えて高年次教養科目を 履修し ます。 なお， ２ 年次のコ ース分け後も ， 他のコ ースの専門科目を 履修するこ

と で幅広い知識が身に付けら れるよう になっ ています。 ４ 年次には教育研究分野（ 研究室） に配属さ れ，ゼミ ナールと 「 特別研究」

により 課題発見と 解決に取り 組みます。 授業科目は到達目標に応じ て講義， 演習， 実習， 実験等により 開講し ます。

３ ． 学習成果の評価方針

学習成果は， 授業の形態（ 講義， 演習， 実習， 実験等） に応じ て， 定期試験， レポート ， 授業中の小テスト や発表など各科目の

シラ バスに明記さ れた評価方法に基づき ， 到達目標の達成度を 厳格に判定し ます。
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1
学
期

2
学
期

3
学
期

4
学
期

1
学
期

2
学
期

3
学
期

4
学
期

1
学
期

2
学
期

3
学
期

4
学
期

情報・電気・数理データサイエンス系入門 ○

○

○

○ ○

人文・社会科学系科目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

生命科学系科目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

自然科学系科目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ＳＤＧｓ科目 注５）　参照 ○ ○ ２

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

情報処理入門１（情報機器の操作を含む） ○

情報処理入門２（情報機器の操作を含む） ○

情報処理入門３（情報機器の操作を含む） ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○

○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ドイツ語 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

フランス語 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

中国語 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

韓国語 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ロシア語

スペイン語

イタリア語

日本語 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 留学生のみ

○ ○

○

○

○

注1）

注2）

注3）

注4）

注5）

注6）

注６）参照

科目区分 授業科目

開講期
　学生に履修指導をする

単位数及び履修方法

卒業要件単位
1年次 2年次 3年次～

必修
単位

選択
必修
単位

履修方法

導
入
教
育

ガイダンス

学部ガイダンス科目 １

２岡山大学入門講座 0.5

キャリア形成基礎講座 0.5

補習教育 高大接続科目 卒業要件外

知
的
理
解

現代と社会 ２
「現代と自然」の必修４
単位のうち，２単位は
SDGs科目を修得するこ
と。必修単位数のほか
に「現代と生命」または
「現代と自然」の科目区
分から合わせて２単位
を修得すること。

１０以上
現代と生命 ２

２
現代と自然

４

実
践
知
・
感
性

実践知 実践・社会連携系科目

０以上

芸術知 芸術系科目

汎
用
的
技
能
と
健
康

情報教育
情報リテラシー系科目

１

３以上

１

ICT（Information & Communication Technology）系科目

数理・データサイエンス
数理・データサイエンスの基礎 １

数理・データサイエンス科目

キャリア教育 キャリア教育・学生支援系科目

健康・スポーツ科学
健康・スポーツ科学

スポーツ演習（する・みる・支える）

アカデミック・ライティング アカデミック・ライティング科目 注１）　参照

言

語

英語

英語（スピーキング）－１

注２）　参照

0.5

留学生につい
ては言語を個
別に指定する

0.5

英語（リスニング）－１ 0.5

英語（リスニング）－２

６

英語（スピーキング）－２ 0.5

英語（リーディング）－１ 0.5

英語（リーディング）－２ 0.5

英語（ライティング）－１ 0.5

英語（ライティング）－２

0.5

英語（総合）－１ 1

英語（総合）－２ 1

プレ上級英語

４ ４以上

上級英語

初修外国語

A群 注３）　参照

B群 注４）　参照

応用日本語

高年次教養

工学倫理 １

２
機械システム系概論

１
２科目を
選択必修

環境・社会基盤系概論

化学・生命系概論

教養教育科目        計     ３０

「現代と自然」にあるSDGs科目については，工学部時間割表および授業科目読替表を参照のこと。

ﾈｯﾄﾜｰｸ工学ｺｰｽ，ｴﾈﾙｷﾞｰ・ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽｺｰｽは3年1学期，情報工学ｺｰｽ，数理ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽｺｰｽは3年4学期の開講となる。

アカデミック・ライティング科目の開講期は，年度の初めに公示する。

英語（スピーキング）－１，英語（スピーキング）－２，英語（リーディング）－１，英語（リーディング）－２，英語（ライティング）－１，英語（ライティング）－２，英語（リスニング）－１，
英語（リスニング）－２については，１年次の１学期から４学期のうち，各自指定された学期に，各学期２科目ずつ履修する。

初修外国語・Ａ群における各科目の詳細な開講期は，年度の初めに公示する。

初修外国語・B群における各科目については，全学部生が履修できるとは限らないため，開講期は示さない。
各年度における開講の有無は，年度の初めに公示する。

情報・ 電気・ 数理データサイエンス系（ 情報工学コ ース，ネット ワーク工学コ ース，エネルギー・ エレクト ロニクスコ ース，数理データサイエンスコ ース）
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微分積分 2

線形代数 2

工学基礎実験実習 2

工学安全教育 1

数理データサイエンス(発展) 1

専門英語 2

物理学基礎（力学） 2

物理学基礎（電磁気学） 2

プログラミング 2

微分方程式 2

化学基礎 2

生物学基礎 2

技術表現法 1

特別研究 10

統計データ解析基礎 2

フーリエ解析・ラプラス変換 2

数値計算法 2

情報理論 2

実践コミュニケーション論 2〇 ○

〇

必  修

○

○

○

○

○

○

10
○

○

２
学
期

○

４
学
期

コ

ス
共
通

専
門
教
育
科
目

○

選  択
※2

系
科
目

必  修

専
門
基
礎
科
目

○

選  択
※1

１科
目の
単位
数

○

開講年次及び学期

履修要件
卒業
要件
単位１

学
期

２
学
期

３
学
期

４
学
期

１
学
期

２
学
期

１
学
期

コ

ス
名

科  目  区  分 授業科目名
１
学
期

１年次

３
学
期

４
学
期

３年次 ４年次２年次

２
学
期

３
学
期

３
学
期

４
学
期

○

4
(8単位ま
で卒業
要件単
位とでき

る)

(8単位ま
で卒業
要件単
位とでき

る)

11

4

○

○

○

○

情報・ 電気・ 数理データサイエンス系（ 情報工学コ ース，ネット ワーク工学コ ース，エネルギー・ エレクト ロニクスコ ース，数理データサイエンスコ ース）

※1 専門基礎科目の選択科目では，以下のとおりコース毎に推奨科目が設定されています。

※2 系科目の選択科目では，以下のとおりコース毎に必修科目が設定されています。

エネルギー・
エレクトロニクスコース

数理データサイエンス
コース

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

ネットワーク工学コース

物理学基礎（力学）

物理学基礎（電磁気学）

プログラミング

微分方程式

統計データ解析基礎

フーリエ解析・ラプラス変換

数値計算法

情報工学コース

〇

情報理論

情報工学コース ネットワーク工学コース エネルギー・
エレクトロニクスコース

数理データサイエンス
コース

〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇
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性
 (
実
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，
芸

術
知

)，
汎
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技
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康
 (

情
報

教
育

，
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ャ
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ア
教

育
，

健
康

・
ス

ポ
ー

ツ
科

学
，

ア
カ
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ッ
ク

・ラ
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グ

) 

英
語

系
科

目
・初

修
外

国
語

系
科

目

◎
英

語
（
総

合
）
-1

，
2
 

(各
自

指
定

さ
れ

た
学

期
に

，
各

学
期

1 科
目

ず
つ

履
修

) 

◎
微

分
積

分

◎
線

形
代

数

◎
工

学
基

礎
実

験
実

習

◎
工

学
安

全
教

育

化
学

基
礎

○
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

◎
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

演
習

1
 

◎
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
設

計
◎

シ
ス

テ
ム

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
1 

◎
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

技
法

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

工
学

デ
ィ

ジ
タ

ル
信

号
処

理
（情

報
）

◎
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

言
語

◎
工

学
倫

理

◎
専

門
英

語 ◎
技

術
表

現
法

◎
デ

ー
タ

構
造

と
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム

◎
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ

I 

◎
並

列
分

散
処

理
◎

情
報

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

論
◎

オ
ペ

レ
ー

テ
ィ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

◎
応

用
解

析
◎

人
工

知
能

◎
応

用
数

学

言
語

解
析

論

応
用

線
形

代
数

ア
ル

ゴ
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ズ
ム

と
計

算
量

計
算

機
数

学

映
像

メ
デ

ィ
ア

処
理

◎
グ

ラ
フ

理
論

（情
報

）
パ

タ
ー

ン
認

識
と

学
習

オ
ー

ト
マ

ト
ン

と
言

語
理

論

◎
コ

ン
パ

イ
ラ

◎
特

別
研

究

◎
情

報
工

学
実

験
B

(メ
デ

ィ
ア

処
理

)

情
報

化
に

お
け

る
職

業
2
 

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

（
情

報
）

論
理

設
計

画
像

処
理

科
目

区
分

◎
必

修
科

目
選

択
科

目

1
年

次

1
学

期
2学

期
3学

期
4学

期

2 年
次

1学
期

2学
期

3
学

期
4
学

期

3
年

次

1学
期

2
学

期
3
学

期
4
学

期

4 年
次

1学
期

2
学

期
3
学

期
4
学

期

◎
情

報
・
電

気
・
数

理
D

S
系

入
門

◎
情

報
処

理
入

門
1
 

必
修

科
目

を
配

置
し

な
い

物
理

学
基

礎
( 電

磁
気

学
) 

物
理

学
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礎
( 力

学
) 

生
物

学
基

礎

微
分

方
程

式

◎
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

演
習

2
 

◎
シ

ス
テ

ム
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

2 

◎
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ン
ピ

ュ
ー
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ハ

ー
ド

ウ
ェ

ア

オ
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ジ
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ト

指
向
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◎
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報
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学
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験
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ア
)
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報
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ア
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コ
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ア
ー

キ
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ャ
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◎
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工

学

◎
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報
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理
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2
 

○
は

推
奨
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目
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報

化
に
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け

る
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業
1
 

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

◎
英

語
（
ス

ピ
ー

キ
ン

グ
）
-1

，
2
，

英
語

（
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
）
 -

1
，

2，
英

語
（
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
）
 -

1，
2，

英
語

（リ
ス

ニ
ン

グ
）
 -

1，
2 

(各
自

指
定

さ
れ

た
学

期
に

，
各

学
期

2科
目

ず
つ

履
修

) 

◎
キ

ャ
リ

ア
形

成
基

礎
講

座

◎
岡

山
大

学
入

門
講

座

◎
化

学
・生

命
系

概
論

◎
環

境
・社

会
基

盤
系

概
論

◎
機

械
シ

ス
テ

ム
系

概
論

◎
数

理
・デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
の

基
礎

◎
数

理
・デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
（発

展
）

フ
ー

リ
エ

解
析

・
ラ

プ
ラ

ス
変

換
数

値
計

算
法

数
理

論
理

学

マ
ル

チ
メ

デ
ィ

ア
工

学

モ
バ

イ
ル

通
信

最
適

化
理

論
機

械
学

習
入

門

（
※

）
工

学
部

S
D

G
ｓ
科

目
と

は
「
S

D
G

s ：
エ

ネ
ル

ギ
ー

と
エ

ン
ト

ロ
ピ

ー
」，

「S
D

G
s ：

地
球

と
環

境
」
，

「
S

D
G

s ：
基

礎
地

球
科

学
」
，

「
S

D
G

s ：
気

象
と

水
象

」
，

「S
D

G
s ：

化
学

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
」，

「 S
D

G
s：

生
命

科
学

」
，

「
S

D
G

s：
大

気
環

境
学

」，
「 S

D
G

s：
自

然
エ

ネ
ル

ギ
ー

利
用

技
術

」
，

「
S

D
G

s：
循

環
型

社
会

シ
ス

テ
ム

学
」，

「
S

D
G

s：
社

会
生

活
と

材
料

工
学

」
を

示
す

◎
工

学
部

S
D

G
ｓ
科

目
（
※

）

２
科

目
選

択
必

修

◎
統

計
デ

ー
タ

解
析

基
礎

◎
情

報
理

論

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

マ
ッ

プ（
情

報
工

学
コ

ー
ス

）

-  68  -



知
的

理
解

 (
現

代
と

社
会

，
現

代
と

生
命

，
現

代
と

自
然

) 

実
践

知
・感

性
 (
実

践
知

，
芸

術
知

)，
汎

用
的

技
能

と
健

康
 (

情
報

教
育

，
キ

ャ
リ

ア
教

育
，

健
康

・
ス

ポ
ー

ツ
科

学
，

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

・ラ
イ

テ
ィ

ン
グ

) 

英
語

系
科

目
・初

修
外

国
語

系
科

目

◎
英

語
（
総

合
）
-1

，
2
 

(各
自

指
定

さ
れ

た
学

期
に

，
各

学
期

1 科
目

ず
つ

履
修

) 

◎
工

学
基

礎
実

験
実

習

◎
工

学
安

全
教

育

◎
工

学
倫

理

◎
専

門
英

語 ◎
技

術
表

現
法

◎
特

別
研

究

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

（
N

E
・ E

E
）

科
目

区
分

◎
必

修
科

目
選

択
科

目

1
年

次

1
学

期
2学

期
3学

期
4学

期

2 年
次

1学
期

2学
期

3
学

期
4
学

期

3
年

次

1学
期

2
学

期
3
学

期
4
学

期

4 年
次

1学
期

2
学

期
3
学

期
4
学

期

◎
情

報
・
電

気
・
数

理
D

S
系

入
門

◎
情

報
処

理
入

門
1 

必
修

科
目

を
配

置
し

な
い

◎
情

報
処

理
入

門
2
 

○
は

推
奨

科
目

◎
英

語
（
ス

ピ
ー

キ
ン

グ
）
-1

，
2
，

英
語

（
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
）
 -

1
，

2，
英

語
（
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
）
 -

1，
2，

英
語

（リ
ス

ニ
ン

グ
）
 -

1，
2 

(各
自

指
定

さ
れ

た
学

期
に

，
各

学
期

2科
目

ず
つ

履
修

) 

◎
キ

ャ
リ

ア
形

成
基

礎
講

座

◎
岡

山
大

学
入

門
講

座

◎
化

学
・生

命
系

概
論

◎
環

境
・社

会
基

盤
系

概
論

◎
機

械
シ

ス
テ

ム
系

概
論

◎
数

理
・デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
の

基
礎

◎
数

理
・デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
（発

展
）

◎
デ

ー
タ

構
造

と
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム

統
計

デ
ー

タ
解

析
基

礎
数

値
計

算
法

２
科

目
選

択
必

修

回
路

過
渡

解
析

◎
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
工

学
実

験
A

 

電
磁

気
学

B
 

電
力

発
生

工
学

電
気

機
器

学
A

 

◎
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
A

 

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
B

 
確

率
統

計
論

◎
 U

N
IX

 
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

モ
バ

イ
ル

通
信

オ
ブ

ジ
ェ

ク
ト

指
向

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ

グ
ラ

フ
理

論
（
N

E
）

マ
ル

チ
メ

デ
ィ

ア
工

学

電
子

回
路

A
 

電
気

法
規

・施
設

管
理

◎
キ

ャ
リ

ア
形

成

◎
回

路
理

論
A

 

◎
微

分
積

分
B

 

◎
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
工

学
実

験
B

 

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
実

験

画
像

工
学

情
報

化
社

会
と

技
術

電
気

設
計

学

ベ
ク

ト
ル

解
析

（N
E

・
E

E
）

◎
キ

ャ
リ

ア
形

成

通
信

工
学

電
子

物
性

工
学

基
礎

パ
ル

ス
デ

ィ
ジ

タ
ル

回
路

電
子

計
測

電
波

工
学

デ
ィ

ジ
タ

ル
信

号
処

理
（
N

E
・
E

E
）

伝
送

線
路

複
素

解
析

電
子

物
性

工
学

電
子

回
路

B
 

◎
微

分
積

分

◎
線

形
代

数

○
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

○
物

理
学

基
礎

( 電
磁

気
学

) 

○
物

理
学

基
礎

(力
学

) 

生
物

学
基

礎

○
微

分
方

程
式

化
学

基
礎

論
理

回
路

電
磁

気
学

A
 

線
形

代
数

B
 

回
路

理
論

B

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

数
学

パ
ワ

ー
エ

レ
ク

ト
ロ

ニ
ク

ス
オ

プ
ト

エ
レ

ク
ト

ロ
ニ

ク
ス

電
気

電
子

材
料

学

制
御

工
学

A
 

電
力

系
統

工
学

B
 

電
力

系
統

工
学

A
 

半
導

体
・

デ
バ

イ
ス

工
学

制
御

工
学

B
 

◎
工

学
部

S
D

G
ｓ
科

目
（※

）

（※
）
工

学
部

S
D

G
ｓ
科

目
と

は
「
S

D
G

s ：
エ

ネ
ル

ギ
ー

と
エ

ン
ト

ロ
ピ

ー
」，

「S
D

G
s ：

地
球

と
環

境
」
，

「
S

D
G

s ：
基

礎
地

球
科

学
」
，

「
S

D
G

s ：
気

象
と

水
象

」
，

「S
D

G
s ：

化
学

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
」，

「 S
D

G
s：

生
命

科
学

」，
「
S

D
G

s：
大

気
環

境
学

」，
「 S

D
G

s：
自

然
エ

ネ
ル

ギ
ー

利
用

技
術

」
，

「
S

D
G

s：
循

環
型

社
会

シ
ス

テ
ム

学
」，

「
S

D
G

s：
社

会
生

活
と

材
料

工
学

」
を

示
す

電
力

・
モ

ー
タ

実
験

電
気

機
器

学
B

 

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

概
論

ハ
ー

ド
ウ

ェ
ア

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

実
験

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

実
践

論

◎
フ

ー
リ

エ
解

析
・

ラ
プ

ラ
ス

変
換

◎
情

報
理

論

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

マ
ッ

プ（
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
工

学
コ

ー
ス

）

-  69  -



知
的

理
解

 (
現

代
と

社
会

，
現

代
と

生
命

，
現

代
と

自
然

) 

実
践

知
・
感

性
 (
実

践
知

，
芸

術
知

)，
汎

用
的

技
能

と
健

康
 (

情
報

教
育

，
キ

ャ
リ

ア
教

育
，

健
康

・
ス

ポ
ー

ツ
科

学
，

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

・
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
) 

英
語

系
科

目
・
初

修
外

国
語

系
科

目

◎
英

語
（総

合
）
-1

，
2
 

(各
自

指
定

さ
れ

た
学

期
に

，
各

学
期

1科
目

ず
つ

履
修

) 

◎
微

分
積

分

◎
線

形
代

数

◎
工

学
基

礎
実

験
実

習

◎
工

学
安

全
教

育

○
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

◎
工

学
倫

理

◎
専

門
英

語 ◎
技

術
表

現
法

◎
特

別
研

究

科
目

区
分

◎
必

修
科

目
選

択
科

目

1 年
次

1
学

期
2学

期
3学

期
4学

期

2 年
次

1学
期

2
学

期
3
学

期
4
学

期

3
年

次

1
学

期
2学

期
3学

期
4学

期

4
年

次

1学
期

2
学

期
3学

期
4
学

期

◎
情

報
・電

気
・数

理
D

S
系

入
門

◎
情

報
処

理
入

門
1
 

必
修

科
目

を
配

置
し

な
い

○
物

理
学

基
礎

( 電
磁

気
学

) 

○
物

理
学

基
礎

(力
学

) 

生
物

学
基

礎

○
微

分
方

程
式

◎
情

報
処

理
入

門
2 

○
は

推
奨

科
目

◎
英

語
（
ス

ピ
ー

キ
ン

グ
） -

1
，

2，
英

語
（
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
）
 -

1，
2，

英
語

（ラ
イ

テ
ィ

ン
グ

）
 -

1，
2，

英
語

（
リ

ス
ニ

ン
グ

）
 -

1，
2

 
(各

自
指

定
さ

れ
た

学
期

に
，

各
学

期
2科

目
ず

つ
履

修
) 

◎
キ

ャ
リ

ア
形

成
基

礎
講

座

◎
岡

山
大

学
入

門
講

座

◎
化

学
・生

命
系

概
論

◎
環

境
・
社

会
基

盤
系

概
論

◎
機

械
シ

ス
テ

ム
系

概
論

◎
数

理
・デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
の

基
礎

◎
数

理
・デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
（
発

展
）

デ
ー

タ
構

造
と

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

２
科

目
選

択
必

修

化
学

基
礎

◎
エ

ネ
ル

ギ
ー

・
エ

レ
ク

ト
ロ

ニ
ク

ス
実

験
A

 

◎
電

磁
気

学
B

 
◎

電
気

機
器

学
A

 

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

A
 

◎
 U

N
IX

 
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

◎
キ

ャ
リ

ア
形

成

◎
回

路
理

論
A

 

◎
微

分
積

分
B

 

◎
エ

ネ
ル

ギ
ー

・
エ

レ
ク

ト
ロ

ニ
ク

ス
実

験
B

 

◎
キ

ャ
リ

ア
形

成

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

（
N

E
・
E

E
）

回
路

理
論

B
回

路
過

渡
解

析

論
理

回
路

電
磁

気
学

A
 

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

数
学

線
形

代
数

B
 

ベ
ク

ト
ル

解
析

（N
E

・
E

E
）

通
信

工
学

電
子

物
性

工
学

基
礎

パ
ル

ス
デ

ィ
ジ

タ
ル

回
路

電
子

計
測

電
波

工
学

デ
ィ

ジ
タ

ル
信

号
処

理
（
N

E
・
E

E
）

伝
送

線
路

複
素

解
析

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
B

 
確

率
統

計
論

モ
バ

イ
ル

通
信

オ
ブ

ジ
ェ

ク
ト

指
向

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ

マ
ル

チ
メ

デ
ィ

ア
工

学

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
実

験

画
像

工
学

情
報

化
社

会
と

技
術

電
力

発
生

工
学

パ
ワ

ー
エ

レ
ク

ト
ロ

ニ
ク

ス
オ

プ
ト

エ
レ

ク
ト

ロ
ニ

ク
ス

電
気

法
規

・
施

設
管

理

電
気

設
計

学

電
気

電
子

材
料

学

制
御

工
学

A
 

電
力

系
統

工
学

B
 

電
力

系
統

工
学

A
 

半
導

体
・

デ
バ

イ
ス

工
学

制
御

工
学

B
 

電
子

物
性

工
学

電
子

回
路

B
 

電
力

・
モ

ー
タ

実
験

統
計

デ
ー

タ
解

析
基

礎
情

報
理

論

電
気

機
器

学
B

 

（※
）
工

学
部

S
D

G
ｓ
科

目
と

は
「S

D
G

s ：
エ

ネ
ル

ギ
ー

と
エ

ン
ト

ロ
ピ

ー
」，

「S
D

G
s ：

地
球

と
環

境
」
，

「
S

D
G

s ：
基

礎
地

球
科

学
」，

「S
D

G
s ：

気
象

と
水

象
」，

「S
D

G
s ：

化
学

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
」，

「
S

D
G

s：
生

命
科

学
」
，

「
S

D
G

s：
大

気
環

境
学

」，
「 S

D
G

s：
自

然
エ

ネ
ル

ギ
ー

利
用

技
術

」，
「
S

D
G

s：
循

環
型

社
会

シ
ス

テ
ム

学
」
，

「
S

D
G

s：
社

会
生

活
と

材
料

工
学

」を
示

す

◎
工

学
部

S
D

G
ｓ
科

目
（
※

）

電
子

回
路

A
 

グ
ラ

フ
理

論
（ N

E
）

ハ
ー

ド
ウ

ェ
ア

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

実
験

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

概
論

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

実
践

論

◎
フ

ー
リ

エ
解

析
・

ラ
プ

ラ
ス

変
換

◎
数

値
計

算
法

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

マ
ッ

プ（
エ

ネ
ル

ギ
ー

・
エ

レ
ク

ト
ロ

ニ
ク

ス
コ

ー
ス

）

-  70  -



知
的

理
解

 (
現

代
と

社
会

，
現

代
と

生
命

，
現

代
と

自
然

) 

実
践

知
・感

性
 (
実

践
知

，
芸

術
知

)，
汎

用
的

技
能

と
健

康
 (

情
報

教
育

，
キ

ャ
リ

ア
教

育
，

健
康

・
ス

ポ
ー

ツ
科

学
，

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

・ラ
イ

テ
ィ

ン
グ

) 

英
語

系
科

目
・初

修
外

国
語

系
科

目

◎
英

語
（
総

合
）
-1

，
2
 

(各
自

指
定

さ
れ

た
学

期
に

，
各

学
期

1 科
目

ず
つ

履
修

) 

◎
微

分
積

分

◎
線

形
代

数

◎
工

学
基

礎
実

験
実

習

◎
工

学
安

全
教

育

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ

◎
工

学
倫

理

◎
専

門
英

語 ◎
技

術
表

現
法

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

パ
タ

ー
ン

認
識

と
学

習

◎
特

別
研

究

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

（
長

期
）

科
目

区
分

◎
必

修
科

目
選

択
科

目

1
年

次

1
学

期
2学

期
3学

期
4学

期

2 年
次

1学
期

2学
期

3
学

期
4
学

期

3
年

次

1学
期

2
学

期
3
学

期
4
学

期

4 年
次

1学
期

2
学

期
3
学

期
4
学

期

◎
情

報
電

気
数

理
D

S
系

入
門

◎
情

報
処

理
入

門
1
 

必
修

科
目

を
配

置
し

な
い

物
理

学
基

礎
( 電

磁
気

学
) 

物
理

学
基

礎
(力

学
) 

生
物

学
基

礎

微
分

方
程

式

◎
情

報
処

理
入

門
2
 

○
は

推
奨

科
目

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

概
論

◎
英

語
（
ス

ピ
ー

キ
ン

グ
）
-1

，
2
，

英
語

（
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
）
 -

1
，

2，
英

語
（
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
）
 -

1，
2，

英
語

（リ
ス

ニ
ン

グ
）
 -

1，
2 

(各
自

指
定

さ
れ

た
学

期
に

，
各

学
期

2科
目

ず
つ

履
修

) 

◎
キ

ャ
リ

ア
形

成
基

礎
講

座

◎
岡

山
大

学
入

門
講

座

◎
化

学
・生

命
系

概
論

◎
環

境
・社

会
基

盤
系

概
論

◎
機

械
シ

ス
テ

ム
系

概
論

◎
数

理
・デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
の

基
礎

◎
数

理
・デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
（
発

展
）

デ
ー

タ
構

造
と

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

フ
ー

リ
エ

解
析

・
ラ

プ
ラ

ス
変

換
情

報
理

論

画
像

処
理

計
算

機
数

学

◎
微

分
積

分
続

論
及

び
演

習
1
 

◎
線

形
代

数
続

論
及

び
演

習
1
 

◎
微

分
積

分
続

論
及

び
演

習
2
 

◎
線

形
代

数
続

論
及

び
演

習
2
 

○
ベ

ク
ト

ル
解

析
（
数

理
）

○
離

散
数

学
入

門

○
複

素
関

数
論

◎
デ

ー
タ

活
用

基
礎

◎
デ

ー
タ

活
用

実
践

演
習

◎
統

計
デ

ー
タ

解
析

演
習

1
 

◎
統

計
デ

ー
タ

解
析

演
習

2
 

◎
数

理
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

1 
◎

数
理

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
2 

代
数

系
の

基
礎

幾
何

学
基

礎
代

数
系

の
応

用

デ
ー

タ
管

理
方

法
論

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

（
短

期
）

常
微

分
方

程
式

と
数

理
モ

デ
ル

数
理

モ
デ

リ
ン

グ

数
値

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

基
礎

デ
ー

タ
駆

動
計

算
基

礎

偏
微

分
方

程
式

と
そ

の
応

用
非

線
形

現
象

モ
デ

リ
ン

グ

数
値

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

応
用

デ
ー

タ
駆

動
計

算
応

用

数
理

統
計

学

計
算

統
計

学
A

計
算

統
計

学
B

ベ
イ

ズ
統

計
基

礎
統

計
モ

デ
リ

ン
グ

多
変

量
デ

ー
タ

解
析

A

多
変

量
デ

ー
タ

解
析

B

確
率

モ
デ

ル
論

確
率

過
程

論
入

門

数
理

モ
デ

リ
ン

グ
特

論
A

 

数
理

モ
デ

リ
ン

グ
特

論
B

 

最
適

化
理

論

統
計

デ
ー

タ
解

析
特

論
A

 

統
計

デ
ー

タ
解

析
特

論
B

 

２
科

目
選

択
必

修

化
学

基
礎

（※
）
工

学
部

S
D

G
ｓ
科

目
と

は
「
S

D
G

s ：
エ

ネ
ル

ギ
ー

と
エ

ン
ト

ロ
ピ

ー
」，

「S
D

G
s ：

地
球

と
環

境
」
，

「
S

D
G

s ：
基

礎
地

球
科

学
」
，

「
S

D
G

s ：
気

象
と

水
象

」
，

「S
D

G
s ：

化
学

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
」，

「 S
D

G
s：

生
命

科
学

」，
「
S

D
G

s：
大

気
環

境
学

」，
「 S

D
G

s：
自

然
エ

ネ
ル

ギ
ー

利
用

技
術

」
，

「
S

D
G

s：
循

環
型

社
会

シ
ス

テ
ム

学
」，

「
S

D
G

s：
社

会
生

活
と

材
料

工
学

」
を

示
す

◎
工

学
部

S
D

G
ｓ
科

目
（
※

）

◎
機

械
学

習
入

門

◎
統

計
デ

ー
タ

解
析

基
礎

◎
数

値
計

算
法

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

マ
ッ

プ（
数

理
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
コ

ー
ス

）

-  71  -



授業科目・ 授業要旨

科目名 授 業 要 旨 等

技術表現法

3 年次     　 4 学期　 　 　 系科目      必修      1 単位

わかり やすく し かも 説得力のある 文章を 書き ， また発表する こ と は， 理科系・ 文科系を 問わず将来必要と なる スキルである 。 本

講義では， それぞれの分野でよ く 使われる 文章を 題材に選び， よ り よ い文章や図表の書き 方， 実験ノ ート やレ ポート ・ 論文の書

き 方， 口頭発表などプレ ゼンテーショ ン の方法に関する 基本技術を 学ぶ。

特別研究

4 年次     　 通年　 　 　 系科目      必修      10 単位

配属さ れた研究室における 教員の指導の下で ， 自主性， 計画性を 持っ て具体的な研究課題に取り 組む。 課題に関する 理論・ 実験
などを 通じ て， 問題解決能力や課題探求能力を 養う と と も に， 特別研究報告書を 作成し て自ら の考えを 明確に記述し 表現する 能

力を 養う 。

統計データ 解析基礎

2 年次     　 1 学期　 　 　 系科目      選択      2 単位

統計的データ 解析の基礎的方法について講義する。 具体的には， 推定・ 検定の基礎についての復習， 母平均・ 母分散・ 母比率の推定・

検定， 分散分析， 相関・ 回帰分析などを 取り 上げる 。

フ ーリ エ解析・ ラ プラ ス変換

2 年次     　 2 学期　 　 　 系科目      選択      2 単位

理工学においては現象を 数学的に表現し て解析し ， その本質を 明ら かにする こ と が大切である 。 授業では， フ ーリ エ級数， フ ー

リ エ積分，フ ーリ エ変換の基礎と その偏微分方程式への応用およ びラ プラ ス変換，単位関数，デルタ 関数と その応用について述べ，

演習により 問題解決能力と 応用力を 養う 。

数値計算法

2 年次     　 3 学期　 　 　 系科目      選択      2 単位

数値計算の基礎について講述する 。 具体的な内容は， 精度と 誤差， 連立 1 次方程式の数値解法（ 消去法， 反復法）， 非線型方程式

の解法（ 二分法，ニュ ート ン法など），1 階単独常微分と 1 階常微分方程式系の数値解法（ Euler 法，H eun 法，Runge-Kutta 法など） 

などである 。 必要に応じ てコ ン ピ ュ ータ 実習も 行う 。

情報理論

2 年次     　 4 学期　 　 　 系科目      選択      2 単位

確率論を 基礎と し て， 不確かさ を 有する 情報の表現と 定量化を 行う 。 それら を 応用する こ と によ り ， 情報伝送の効率化や信頼性

の確保が可能になる こ と を 学ぶ。

実践コ ミ ュ ニケーショ ン論

1・ 2 年次     　 3・ 4 学期　 　 　 系科目      選択      2 単位

「 社会人基礎力」 のう ち「 チームで働く 力」 を 身につける ための産学連携かつ学部横断型の課題解決型学習（ PBL） の手法によ る

授業である 。 チーム活動を 円滑に進める ための技法， 協働し て独創的な発想を 生み出す技法などについて ， 基礎スキル学習と ミ
ニ演習を 通じ て修得する 。 さ ら に， 経済学部と 工学部の学生が混合し たチームで課題に取り 組み， 岡山県内の企業経営者への発

表等を 通じ て， 社会人に求めら れるコ ミ ュ ニケーショ ン のベースラ イ ン を 体感する 。

データ 構造と アルゴリ ズム

2 年次  　 1 学期 　  コ ース科目（ 情報工学コ ース， ネッ ト ワーク 工学コ ース）   必修 　  2 単位

プ ロ グラ ミ ン グの基礎と なる データ 構造と アルゴリ ズムの基本概念， 及びその具体的な記述について講述する 。 こ の講義では，

待ち行列やリ スト などの基本的なデータ 構造， 及び探索や整列を 中心と し たアルゴリ ズムを 解説する 。

回路理論 A

2 年次    1 学期　 　 コ ース科目（ ネッ ト ワーク 工学コ ース， エネルギー・ エレ ク ト ロ ニク スコ ース）      必修      2 単位

イ ン ピ ーダン スを 用いた交流回路の記号的計算法を 学び， 回路方程式の立て方について学習する 。 こ れら と 並行し て宿題およ び

演習によっ て回路計算に習熟する 。

微分積分 B

2 年次    1 学期　 　 コ ース科目（ ネッ ト ワーク 工学コ ース， エネルギー・ エレ ク ト ロ ニク スコ ース）      必修      1 単位

工学分野の諸問題を 取り 扱う 上で必要不可欠な多変数の微分法， およ び， 積分法を 取り 扱う 。 1 変数の場合の復習に加えて， 具
体的な計算問題を 織り 交ぜ， 多変数関数の微積分の計算ができ る 能力を 養う 。

U N IX プロ グラ ミ ン グ

3 年次    1 学期　 　 コ ース科目（ ネッ ト ワーク 工学コ ース， エネルギー・ エレ ク ト ロ ニク スコ ース）      必修      2 単位

UN IX 系 OS はイ ン タ ーネッ ト 上の多く のサーバやルータ で使用さ れており ， その操作方法およ びその上でのプロ グラ ミ ン グ手

法を 修得する こ と は電気通信分野の技術者にと っ て必要不可欠である。 本講義ではま ず， UN IX 系 OS における フ ァ イ ル， ディ

レ ク ト リ ，シェ ル，プロセスの概念を講述する 。 その後，U N IX 系 OS 上での C ＋＋言語を 用いたプロ グラ ミ ング手法を 講述する 。

キャ リ ア形成

3 年次    1・ 3・ 4 学期　 　 コ ース科目（ ネッ ト ワーク 工学コ ース， エネルギー・ エレ ク ト ロニク スコ ース）    必修    1 単位

基本的な教科を 修得し た上で ， 修得し た技術が最先端分野においてどのよ う に利用さ れている のか， また学生が将来どのよ う な

分野で活躍でき る のかを ， 企業あるいは研究所の技術者の講演， 文献の調査， 及び討論を 通し て学習する。  

ベク ト ル解析（ N E・ EE）

2 年次    1・ 2 学期　 　 コ ース科目（ ネッ ト ワーク 工学コ ース， エネルギー・ エレク ト ロニク スコ ース）      選択      2 単位

自然現象を 記述する 量はベク ト ルで表現さ れ， 微分・ 積分によ り その関係が記述さ れる こ と が多い。 講義では， 力学や電磁気学
への応用を 念頭におき ， ベク ト ル関数の時間や空間座標での種々の微分演算， 曲線・ 曲面上での積分， ベク ト ルに関する いく つ

かの積分定理などを 講述する。

線形代数 B

2 年次    2 学期　 　 コ ース科目（ ネッ ト ワーク 工学コ ース， エネルギー・ エレ ク ト ロ ニク スコ ース）      選択      1 単位

ベク ト ル・ 行列の演算を 理解し ， 基本変形によ る 連立 1 次方程式の計算， 固有値と 固有ベク ト ル， 行列の三角化・ 対角化， 2 次
形式の標準形などの基礎概念について講義と 演習を 行なう 。

論理回路

2 年次    2 学期　 　 コ ース科目（ ネッ ト ワーク 工学コ ース， エネルギー・ エレ ク ト ロ ニク スコ ース）      選択      2 単位

コ ン ピ ュ ータ や各種の信号処理回路はディ ジタ ル回路で構成さ れる が， こ れを 論理レ ベル （ 0/ 1 のレ ベル） の論理回路と し てモ

デル化する と 理解が容易になる 。 また， 実用的な回路設計においても ， 論理回路と し ての規模の縮小が実際の回路規模の縮小に

有効である 。 本講義では， まず， 論理回路を 扱う ための準備と し て論理数学の基礎を 修得し ， 論理関数の表現法を 学ぶ。 続いて，
入力によ っ て出力が決定する 組合せ論理回路と その簡単化， さ ら に， 状態を も ち 出力が状態に依存する 順序論理回路と その簡単

化について学ぶ。

電磁気学 A

2 年次    2 学期　 　 コ ース科目（ ネッ ト ワーク 工学コ ース， エネルギー・ エレ ク ト ロ ニク スコ ース）      選択      2 単位

電磁気学 A では， 静電磁界を 中心に講義を 行う 。 特に物質の誘電分極や磁気分極によ る 効果を 取り 入れた電束密度や磁束密度の

取り 扱い， 定常電流と 磁界のよ り 高度な取り 扱い （ ビ オサバールの法則， アン ペールの法則関連の詳論） などを 学ぶ。 講義中に
は演習問題を 解く こ と も 導入し て法則の理解を 助けると と も に実際の現象と の関わり を講述する 。

回路理論 B

2 年次    3 学期　 　 コ ース科目（ ネッ ト ワーク 工学コ ース， エネルギー・ エレ ク ト ロ ニク スコ ース）      選択      2 単位

電気現象が関わる システムを 数理的に理解する ための基礎を 学ぶために ， 一般線形回路網の取り 扱い， グラ フ 理論， 重ねの理な

どの種々の定理， 二端子対回路網の表現法と 解析法， ひずみ波交流， 三相交流回路の計算法などについて講述する 。

コ ン ピュ ータ 数学

2 年次    3 学期　 　 コ ース科目（ ネッ ト ワーク 工学コ ース， エネルギー・ エレ ク ト ロ ニク スコ ース）      選択      2 単位

情報通信工学に関する 学科目の基礎と なる のは， 自然現象など連続的物理モデルの解析的扱いではなく ， 整数など離散的数理モ

デルの代数的な扱いである 。 本講義では， 整数の基本的性質を 学び， 集合や写像， 命題論理に加えて重要な代数系に関する 基礎

を 学ぶ。
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科目名 授 業 要 旨 等
2年次    4学期　　コース科目（ﾈｯﾄﾜｰｸ工学ｺｰｽ，ｴﾈﾙｷﾞｰ・ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽｺｰｽ）      選択      2単位
演習･レポート問題を取り入れて，過渡現象について基本的な考え方や標準的な手法を学ぶ｡ラプ
ラス変換による解法も講述する｡

2年次    4学期　　コース科目（ﾈｯﾄﾜｰｸ工学ｺｰｽ，ｴﾈﾙｷﾞｰ・ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽｺｰｽ）      選択      2単位
ダイオードおよびトランジスタの動作とそれらの等価回路モデルを説明した後，アナログ電子回路の
基礎となる，いくつかの基本的な増幅回路について，それらの構成と等価回路モデルを用いた直流
および交流特性解析法を講述する。

3年次    1学期　　コース科目（ﾈｯﾄﾜｰｸ工学ｺｰｽ，ｴﾈﾙｷﾞｰ・ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽｺｰｽ）      選択      2単位
通信方式における伝送技術について，より深く理解することを目的とし ，信号波の解析に必要な
フーリエ級数展開及びフーリエ変換，アナログ変調技術として振幅変調と周波数変調を講述する。
また，標本化と量子化の原理及びパルス符号変調について講述し，さらに実際の通信システムを構
築する場合に必要となる多重化技術について講述する｡

3年次    1学期　　コース科目（ﾈｯﾄﾜｰｸ工学ｺｰｽ，ｴﾈﾙｷﾞｰ・ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽｺｰｽ）      選択      2単位
同軸線路のような伝送線路は分布定数回路として考えねばならない。まず，分布定数回路の基礎
を講術する。次に，マクスウェルの方程式から伝送線路の電磁界と分布定数回路の電圧や電流との
対応関係を把握する。それらを踏まえて，各種の伝送線路を含む回路を分布定数回路理論で取り
扱う方法について修得する。
3年次    1学期　　コース科目（ﾈｯﾄﾜｰｸ工学ｺｰｽ，ｴﾈﾙｷﾞｰ・ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽｺｰｽ）      選択      2単位
変数を複素数まで拡張した微分可能な関数は，数学的に美しい性質をもち，その微分積分は，理
工学の様々な分野に用いられている。講義では，そのような複素関数の性質，積分定理，実関数の
定積分計算への応用など，関数論の基礎を講述する。

3年次    1学期　　コース科目（ﾈｯﾄﾜｰｸ工学ｺｰｽ，ｴﾈﾙｷﾞｰ・ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽｺｰｽ）      選択      2単位
主として初等量子力学と，物性を学ぶための熱力学・統計力学の基礎を講述する｡高校物理程度の
前期量子論 (物質の粒子性･波動性，原子内の電子の振舞い)を復習し，様々な条件下でのシュ
レーディンガー波動方程式の解法を学ぶ｡さらに，熱力学・統計力学の基本的考え方と，自由エネ
ルギー，フェルミ統計・ボーズ統計について概説する｡

3年次    2学期　　コース科目（ﾈｯﾄﾜｰｸ工学ｺｰｽ，ｴﾈﾙｷﾞｰ・ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽｺｰｽ）      選択      2単位
パルス･ディジタル回路は最先端の計算機，ネットワーク通信機器から家電製品まで広く応用され，
今日の情報化社会を支える柱となっている｡一見して複雑そうなディジタル機器も，実際には単純な
動作をする構成要素の組み合わせで成り立っている｡本講義は，基礎となる各構成要素の動作と解
析法を取り扱い，応用力を養う｡

3年次    2学期　　コース科目（ﾈｯﾄﾜｰｸ工学ｺｰｽ，ｴﾈﾙｷﾞｰ・ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽｺｰｽ）      選択      1単位
ディジタル信号処理は電気・通信はもとより，成分分析や制御における重要な技術である。まず離
散信号系を定義し，離散信号の表現に習熟する。次に信号解析において広く利用される高速フー
リエ変換の原理を学習する。離散時関係信号処理の基礎技術であるZ変換を学んだ後に，ディジタ
ル信号処理技術の基礎であるディジタルフィルタの設計法を修得する。

3年次    2学期　　コース科目（ﾈｯﾄﾜｰｸ工学ｺｰｽ，ｴﾈﾙｷﾞｰ・ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽｺｰｽ）      選択      2単位
電子計測は，電気磁気現象を利用して定量的な情報を得る操作であり，電気電子工学の基礎とし
て不可欠なものである｡しかし，電磁気学，電気回路学，電子回路などの知識が要求されるため学
習には努力を必要とする｡本講では測定論の基礎，主要電気計器の原理とその活用法並びにディ
ジタル計測システムについて講述する｡
[備考]
電気主任技術者の資格認定に必要な科目である｡

3年次    2学期　　コース科目（ﾈｯﾄﾜｰｸ工学ｺｰｽ，ｴﾈﾙｷﾞｰ・ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽｺｰｽ）      選択      1単位
無線通信のシステムを理解するための基礎となる電波について，電磁気の延長としての電波とその
振舞い，アンテナの考え方，大気中での電波伝搬特性などについて講述する。

3年次   休業期間中　コース科目（ﾈｯﾄﾜｰｸ工学ｺｰｽ，ｴﾈﾙｷﾞｰ・ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽｺｰｽ）    選択     2単位
10日以上企業に出向いて産業社会の前線での業務を見聞・体験し，大学でこれまで学んだ専門知
織があらゆる意味で基礎的なものであり，それがいかにして応用されているかを認識する。実際の
業務の中で各自が技術者として持つべき心構えを学び，今後の勉学のための参考とする。
繰り返し履修が可能であり，インターンシップ（長期）および（短期）は合わせて２単位まで卒業要件
単位とする。

3年次   休業期間中　コース科目（ﾈｯﾄﾜｰｸ工学ｺｰｽ，ｴﾈﾙｷﾞｰ・ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽｺｰｽ）    選択     1単位
5～9日間企業に出向いて産業社会の前線での業務を見聞・体験し，大学でこれまで学んだ専門知
織があらゆる意味で基礎的なものであり，それがいかにして応用されているかを認識する。実際の
業務の中で各自が技術者として持つべき心構えを学び，今後の勉学のための参考とする。
繰り返し履修が可能であり，インターンシップ（長期）および（短期）は合わせて２単位まで卒業要件
単位とする。

2年次     　1学期　　　情報工学コース科目      必修      2単位
グラフとは集合の要素の間のある種の結び付きの状態を抽象化した概念であり，それについて研究
するグラフ理論は，今日では計算機科学を含む広い分野の基礎理論として極めて重要になってい
る。授業は，諸定義の後，パスとサイクル，木の性質，グラフの平面性，彩色等，理論上および応用
上重要と考えられる話題について講義する。

2年次     　1学期　　　情報工学コース科目      必修      1単位
本講義ではC言語そのものについて一通りの文法知識を持つ者を対象に，実用的なプログラムの
作成を通して，実践的なプログラミングの演習を行う。その際，ポインタや構造体といった，C言語に
おけるデータ構造やファイル操作に関する項目，およびプログラム全体の組み立て方に重点を置
く。
2年次     　2学期　　　情報工学コース科目      必修      1単位
本講義ではC言語そのものについて一通りの文法知識を持つ者を対象に，実用的なプログラムの
作成を通して，実践的なプログラミングの演習を行う。その際，一般的によく利用されるアルゴリズム
やデータ構造を使ったプログラミングの修得に重点を置く。

2年次     　2学期　　　情報工学コース科目      必修      2単位
コンピュータシステムのハードウェア構成技術の概要を述べ，その基本要素であるディジタル回路の
構成技術について詳述する。特に，CMOS技術を中心に各種論理ゲートの構造と動作原理，特性
について説明し ，さらに記憶素子の基本構造と特性について説明する。

2年次     　2学期　　　情報工学コース科目      必修      2単位
計算機による数値計算のためのプログラミング技法とその数学的基礎について講述する。特に，計
算と誤差(数値の表現，丸め誤差，桁落ち)，関数の近似(ラグランジュ補間)，数値積分(台形公式，
シンプソン公式，ニュートン・コーツの公式，ガウスの積分公式)，非線形方程式(2分法，はさみうち
法，ニュートン法)，連立1次方程式(クラメルの公式，ガウス消去法，LU分解，反復法)について説明
する。

2年次     　3学期　　　情報工学コース科目      必修      2単位
オペレーティングシステム(OS)は，計算機を動作させる基盤ソフトウェアである。OSは，ハードウェア
を制御し，効率的な利用を可能にしている。また，上位ソフトウェア(応用プログラム)の効率的な動作
を支援する機能を実現する。本講義では，OSの機能や構造およびその背景にある基本的な概念を
講述する。主な内容として，ハードウェアとソフトウェアの構成，開始・終了と障害対処，例外と割り込
み，プログラム管理，プロセス管理，メモリ管理，プロセス間通信，入出力制御，ファイル管理を講義
する。
2年次     　3学期　　　情報工学コース科目      必修      2単位
コンピュータアーキテクチャの基本概念とそれを具現化するハードウェア技術について講述する。先
ず，コンピュータの概要と歴史，性能評価手法について解説し，さらに，アーキテクチャの基本であ
る，機械語による命令表現とその動作，算術論理演算の方式について詳述するとともに，プロセッサ
の単純な実現方式ついて講義する。

インターンシップ（ＮＥ・Ｅ
Ｅ）（短期）

回路過渡解析

伝送線路

複素解析

電子回路Ａ

通信工学

ディジタル信号処理（ＮＥ・
ＥＥ）

電子計測

電子物性工学基礎

パルス・ディジタル回路

プログラミング演習１

プログラミング演習２

電波工学

インターンシップ（ＮＥ・Ｅ
Ｅ）（長期）

グラフ理論（情報）

オペレーティングシステム

コンピュータアーキテク
チャⅠ

コンピュータハードウェア

応用解析




